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平成２４年度 自己点検・評価の内容 

 

４年制博士課程を設置する各大学は、平成２４年度は以下の点について、自己点検・

評価を行い、その内容を次ページ以下の様式により、８月３１日までにホームページで

公表するとともに、そのURLを薬学系人材養成の在り方に関する検討会へ報告するも

のとする。 

 作成に当たっては、理念とアドミッションポリシー、カリキュラムポリシー、ディプロマポ

リシーの一貫性に留意すること。 

 

○ 理念とミッション 

○ アドミッションポリシー 

○ 受験資格 

○ 入学者選抜の方法 

○ 入学者数（平成24年度） 

○ カリキュラムポリシー 

○ カリキュラムの内容 

・ シラバス 

・ 教育課程等の概要（別紙様式第2号） 

・ 履修モデル 

○ 医療提供施設との連携体制 

○ 学位審査体制・修了要件 

○ ディプロマポリシー 

・ 養成する人材像 
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自己点検・評価 様式 

大学名 福岡大学 

研究科・専攻名 薬学研究科薬学専攻 

入学定員 ６名 

 

○ 理念とミッション 

 

【現状】本薬学研究科の基本理念として「薬学に関する学術理論とその応用を教授・

研究し、その深奥を究めて広く医療の進展に寄与する」ことを掲げて、この基本理念

の下、問題解決能力・臨床能力を有する指導的立場の薬剤師、高度医療を支える薬剤

師・臨床薬学研究者、専門薬剤師、医療現場を熟知した研究・開発担当者などの育成

に寄与することを目的としている。 

6年制薬学部を卒業した学生は、臨床に係る教育研究の高度化に対応できる薬剤師・

薬学研究者・薬学教育者などとして養成する。また、本博士課程は薬剤師免許非取得

者も入学可能である。これらの学生も、対応したカリキュラム編成により、創薬研究

者、基礎系薬学教育者、健康科学、環境衛生化学等研究者として育成する。すなわち、

本博士課程は、あくまで医療系薬学を中核とするが、基礎薬学を包含する総合的な学

術としての薬学が大学院プログラムとして対応している。 

【点検・評価】本課程では、医療と創薬科学をつなぐ担い手となりうる薬剤師・薬学研

究者を育成することを目的としており、理念に基づいた教育が適切に行われている。薬

学系人材養成の在り方に関する検討会から提言されている「医療の現場における臨床的

な課題を対象とする研究領域を中心とした高度な専門性や優れた研究能力を有する薬

剤師などの養成に重点をおいた臨床薬学・医療薬学に関する教育研究を行う」という４

年制博士課程の主たる目的に照らし合わせ、相応しいものとなっていることは評価でき

る。 

【改善計画】特にないが、定期的に自己点検・評価が必要と思われる。 

 

・ 理念とミッションが薬学系人材養成の在り方に関する検討会から提言されている

「医療の現場における臨床的な課題を対象とする研究領域を中心とした高度な専門

性や優れた研究能力を有する薬剤師などの養成に重点をおいた臨床薬学・医療薬

学に関する教育研究を行う」という４年制博士課程の主たる目的に照らし合わせ、

相応しいものとなっているか自己点検・評価すること 

・ 以下についてはこれらを留意して記載すること 

 

○ アドミッションポリシー 

薬学研究科は、薬学に関する学術の理論及び応用を教授・研究し、その深奥を究め

て、広く医療の進展に寄与するとの理念の下で、博士課程においては、医療現場におけ

る様々な課題に迅速かつ適切に対応できる高度な専門知識と優れた研究能力を備えた

薬剤師の養成を主たる目的とする。この理念・目的に基づき、本研究科では創薬科学、
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健康科学、基礎薬学と医療薬学を包括した総合的研究・教育プログラムを展開すること

で、高度化医療に対応できる薬剤師のみならず、医療に対する深い知識と問題解決能力

を有する多様な分野の研究者・教育者・専門職業人の育成を行う。（以上アドミッショ

ンポリシー） 

なお、本研究科にて学修し、研究する学生に望ましい資質は次のとおりである。 

１．医療に関わる人として、高い倫理観と豊かな人間性を備えている。 

２．学修に意欲があり、研究に興味と熱意がある。 

３．薬学あるいはそれに関する基礎的学力があり、研究に関する基礎的技術がある。 

４．薬学部以外の出身者であっても、薬に興味を持ち、これを積極的に学び、研究す

る意欲がある。 

５．自らの研究をもって国民に健康と福祉に貢献していきたいとの意思がある。 

（学部教育と大学院との連続性） 

 本学薬学部は、現在アドバンスト科目として、臨床診療科概論を開講している。こ

の科目は医学部出身教員による診療科別のオムニバス講義であり、最先端医療の知識

を習得できるようになっている。また、平成２５年度入学者からはチーム医療、在宅

医療、専門薬剤師を内容とする薬剤師職能科目、大学院志向の学生に対する特別実習、

および最先端の薬学研究講義科目を組み込んだカリキュラム改正を予定している。 

・ 学部教育と大学院との連続性についても記載すること 

ホームページのリンク先 

http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu820/home1/guide/policy.html#pha 

 

○ 受験資格 

 一般的な受験資格である6年制薬学部を卒業した者（卒業見込みを含む）及び旧薬学

教育課程の修士課程を修了した者で薬剤師免許を有している者を除き、貴学の受験資

格について該当するものに○を付すこと 

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ４．の場合は、どのような人材を養成するのかについて下記に記載すること 

・ 薬剤師免許を有していない者について、どのような人材を養成するかについても同

様に下記に記載すること 

・ ５．６．について、学力認定を行う場合、その審査基準（具体的に求める研究歴や職

務経験年数等について）を下記に記載すること 

１．６年制課程（医学部、歯学部、獣医学の学部）を卒業した者 

２．外国において学校教育における１８年の課程(最終の課程は、医学、歯学、薬学または獣

医学)を修了した者 

３．修士課程を修了した者（薬科学） 

４．薬学以外の修士課程を修了した者 

５．旧薬学教育課程の学部を卒業した者（学力認定※） 

６．その他（学力認定） ※ 大学院において、個別の入学資格審査により、6年制の大学を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者で、２４歳に達したもの 

http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu820/home1/guide/policy.html#pha
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４．薬学以外の修士課程修了者の人材養成 

当該入学者に対しては、「基礎実習」で、「薬剤学実習」や「実務薬剤学実習」を履

修することによって学部学生程度の医療薬学に対する基礎力を身につけさせ、臨床現

場が理解できる創薬科学、健康科学関連研究者等を育成できるようにしている。また、

薬剤師免許をもたない修士課程（健康薬科学専攻）からの進学者についても、同様に

して、学部学生程度の医療薬学に対する基礎力を身につけさせ、臨床現場が理解でき

る創薬科学、健康科学関連研究者等を育成できるようにしており、修士課程との連携

を確保している。 

５．６．に該当する者の受験資格を問う学力認定の審査基準 

５．６．に該当する者については、学力認定（個別入学資格審査）をおこなう。個

別入学資格審査の資格判定科目は、①外国語（英語）、②関連する専門科目２科目、③

小論文、④研究歴（任意の様式）の提出および口頭試問で、審査委員は、研究科長、

学務委員、大学院委員がつとめる。審査基準は、英語および専門科目２科目について

は、60％以上、小論文は60％以上を合格とする。研究歴については、24歳に達したも

の（達する予定の者）で、薬剤師業務もしくは大学・研究所・各種公共団体・企業等

における研究及び教育のいずれかを1年以上（出願時点）経験している者とする。 

 

○ 入学者選抜の方法 

 

【現状】本専攻は、推薦入学試験、一般入学試験及び社会人入学試験の３制度による

選抜試験を行う。推薦入学試験は本学薬学部の卒業見込の学生を対象とし、５年次ま

での成績・志望理由書・面接による総合的評価で合否判定を行う。また、一般入学試

験の試験科目は外国語・専門科目・面接、社会人入学試験の試験科目は小論文・面接

を課す。なお、社会人入学試験志願者には出願書類に職務実績書の提出を課し、面接

時の判断材料にする。また、修士の学位を有する者で、本学大学院が大学の薬学を履

修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者（学位取得見込み者を含

む）については、個別入学資格審査を行う。本学大学院において、個別の入学資格審

査を行い、大学の薬学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で24歳に達した者（達する予定の者を含む）についても同様に個別入学資格審査を

行う。この審査は学科試験と小論文を課し、研究科長他から構成される入学資格審査

委員会により、当人が入学後に臨床薬学研究又は基礎薬学研究を行うための基礎的な

知識や能力を身につけているか確認するものである。 

【点検・評価】受験資格に合わせた入学者選抜が適切に行われており、評価できる。

特に、平成24年 7月から開始される推薦入試では、学部の優秀な学生を推薦で入学さ

せることで、学部との連携を図っており、有効である。 

【改善計画】今年度の入学者は定員ぎりぎりであり、定員を充足するための方策が必

要と考える。例えば、大学院と学部との連携を図る科目を６年次に開講するために学

部のカリキュラム改正を行い、学生の大学院進学への意識を高めるなどの方策が必要

であると考えており、現在、検討中である。 
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・ 試験内容を記載するとともに、受験資格に合わせた実効性のある入学者選抜の工

夫について自己点検・評価すること 

 

○ 入学者数（平成24年度） 6名 

    （内訳：6年制学部卒業生6名、社会人0名、薬学部以外の卒業生0名） 

 

○ カリキュラムポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 薬学部出身者以外の卒業生についても記載すること 

ホームページのリンク先 

 http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu820/home1/guide/policy.html#pha 

 

○ カリキュラムの内容 

 

【現状】国民の健康増進に向けた革新的な医薬品の創製、難病克服、医薬品の安全使

用など薬学に関する強い社会的要請に応えるため、本課程では、医療と創薬科学をつ

なぐ担い手となりうる薬剤師・薬学研究者を育成することを目的としている。換言す

れば、“研究マインドを持った薬剤師”または“臨床マインドを持った薬学研究者”

を育成することである。そのため、従来の博士後期課程における一人の指導教員ある

いは一研究室（講座）による専修教育だけでなく、他分野の教員による「基礎実習」

や「専門力養成プログラム」を通して、多面的で幅広い教育を行う。すなわち、一人

の学生を多岐にわたる分野の教員が広い視野で教育することにより、上記の目的を達

成する。 

１年次は複数の研究室に数ヶ月ずつ在籍（ローテーション）し、基礎薬学関連の実

験技術（基礎実習）や研究マインドを学ぶとともに、「特修科目」を履修することによ

って高度な専門知識が修得できる。2年次以降より専修科目としての「演習」及び「特

 

本専攻は、医療薬剤師プログラム及び薬学研究者プログラムの２プログラムで構成

されている。医療薬剤師プログラムは、がんなどの専門薬剤師、個別化医療推進薬剤師、

医療系薬学教育者、医療行政推進薬剤師、トランスレーショナルリサーチ推進研究者・

技術開発者、レギュラトリーサイエンス研究者等の人材の育成を目標とする。薬学研究

者プログラムは、創薬研究、薬物治療の最適化などに従事する医療系薬学研究者、基礎

系薬学教育者、健康科学、環境衛生化学等研究者・行政担当者、製薬企業研究開発従事

者等の人材養成を目指す。（以上 カリキュラムポリシー） 

本専攻は、医療系薬学を中核としているが、基礎薬学を包含する総合的な学術とし

ての薬学が大学院プログラムとして対応している。そのため、薬学以外の修士課程を修

了した者および薬剤師免許を持たない健康薬科学専攻の修了者なども、薬学研究者プロ

グラムを連続性をもって履修することによって、創薬研究者、基礎系薬学教育者、健康

科学、環境衛生化学等研究者等を目指すための素養を身につけることができる。 

 

http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu820/home1/guide/policy.html#pha
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別実験」を履修することにより、学位論文作成のための研究を行う。これと平行して

「専門力養成プログラム」を履修させ、学会発表、学術誌への投稿、公開討論会の自

主的開催や参加など専門力の向上に繋がる行事への参加等をポイントとして加点する。

学生各自の習熟度は研究科長、学務委員、及び大学院委員が評価して単位として認定

する。 

 本課程は、以下の5つの授業科目から構成されている。 

①基礎実習：基礎的実験の原理を学び、手技を修得させる。また、小テーマを与え、

研究計画の立案・実験・データ解析・レポート作成・発表を通して、研究の全体像と

科学的思考法を体得させる。学生には原則として指導教員以外の「基礎実習」を選択

させ、実習担当教員は指導教員と連携して指導する。 

②特修科目：各授業科目においては、ひとつのテーマを多面的に観て考察できるよう

にオムニバス形式を主体とする。各分野での研究テーマに発展させるための目的意識

をもって系統的に学ぶことにより高度な知識・情報基盤を形成させる。 

③専門力養成プログラム：専門能力の向上につながることが期待できる行事（学会、

研修会、講演会等）への参加、学会発表、学術誌への論文投稿、公開されたテーマで

の模擬講義又はSGD（スモールグループディスカッション）形式での討論会の自主的開

催や参加などをそれぞれポイントとして加点し、一定のポイント数を獲得した学生に

対して、その習熟度、理解度表現力などに応じて研究科長、学務委員、及び大学院委

員が評価して単位を認定する。 

④演習：所属教室（分野）が開設する演習（ゼミ形式での研究発表、論文紹介、グル

ープディスカッション）を通じて、プレゼンテーション能力や英語論文の読解力及び

情報収集能力を形成させる。 

⑤特別実験：所属教室（分野）の指導教員の指導および他分野の教員の助言の下で、

研究テーマを選定し、実験計画を立案・遂行し、研究発表、論文作成、学術雑誌への

投稿を行うことによって、課題発見能力、問題解決能力を涵養する。 

博士論文の研究テーマ 

指導教員 博士論文の研究テーマ（予定） 

二神 幸次郎 臨床における副作用発現情報の収集・解析と原因究明 

神村 英利 医薬品の適正使用・至適投与法に関する研究 

中島 学 
細胞分化やがんに関連する分子に対するモノクローナル抗体の作製

と認識分子の遺伝子単離と機能解析および臨床への応用 

原 周司 悪性腫瘍薬の新規適用開発および適正使用に関する研究 

片岡 泰文 副作用の予測・回避を目指す育薬システムの構築 

加留部 善晴 医薬品の新規製剤設計と評価研究 

高田 二郎 天然由来素材の新規薬物送達法の開発と用途展開 

岩崎 克典 
生活習慣病要因を併せ持つアルツハイマー病遺伝子改変動物を用い

た行動薬理学的研究 

高野 行夫 「痛み」の仕組みと医薬品開発、および「てんかん」の病態解明 

添田 秦司 
がん、生活習慣病の発症、増悪過程の分子機構解明と創薬アプロー

チ 

山野 茂 
環境化学物質による有害作用発現機序の解明ならびに生活習慣病発

症と核内受容体の機能・関与に関する研究 
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見明 史雄 機能性タンパク質とペプチドによる細胞制御 

鹿志毛 信広 遺伝子組換え腸内細菌による粘膜免疫制御 

山口 政俊 医薬品の新規分析法の開発とその臨床化学的応用研究 

能田 均 
光分析を基盤とした生体機能解析ツールの創製とその臨床化学的応

用研究 

藤岡 稔大 
生活習慣病に対する効果を指標とした食品天然物由来および合成医

薬品の開発 

安藝 初美 薬物の構造・物性計算に基づく製剤設計とDDSの構築 

山方 健司 機能性ヘテロ環化合物の分子設計とその効率的な合成法の開発 

金城 順英 細胞培養法を用いた植物成分の機能解析 

（１）授業科目 

  授業科目は、専修科目としての「演習」６単位（１単位20時間）及び「特別実験」

12 単位（１単位 30 時間）：選択科目としての「基礎実習」２単位（１単位 30 時間）、

「専門力養成プログラム」４単位（ポイント制）及び「特修科目」２単位（1 単位 15

時間）からなる。 

（２）履修方法 

授業区分 修得単位数 

専修科目：演習 6単位 

専修科目：特別実験 12単位 

選択科目：基礎実習 2単位以上 

選択科目：専門力養成プログラム 4単位 

選択科目：特修科目 ４単位以上 

合計 30単位以上 

【点検・評価】 

カリキュラムの内容が設置の理念を達成するものとしてふさわしいものであり、設

置されている授業科目については、博士課程であつかう内容としてふさわしいもので

ある。 

本薬学研究科の理念を達成するために、従来とは異なる２つの特徴的な科目を設け

ており、それによって広く医療の進展に寄与することを目的としていることは、適切

であり、評価できる。 

その特徴の一つとして、１年次には複数の研究室に数ヶ月ずつ在籍（ローテーショ

ン）し、基礎薬学関連の実験技術である「基礎実習」を行い、研究マインドを学ぶ。

これは、指導教員の専門領域という限られた狭い範囲での知識や技術だけでなく、広

く知識や技術を身につけるという意味で、有効である。 

特徴のもう一つは、専門力養成プログラムである。学位論文とそれに関連する研究

のみならず、専門能力の向上につながることが期待できる行事（学会、研修会、講演

会など）への参加、学会発表、学術誌への論文投稿、公開されたテーマでの模擬講義

又はSGD（スモールグループディスカッション）形式での討論会の自主的開催や参加な

どをそれぞれポイントとして加点し、一定のポイント数を獲得した学生に対して、そ

の習熟度、理解度、表現力などに応じて研究科長、学務委員、及び大学院委員が評価

して単位を認定しようというものである。これによって、研究以外の能動的な活動、
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積極的な活動を通じて、広く医療の進展に寄与する薬剤師や薬学研究者を育成すると

いうもので、旧来の博士課程にない試みとして評価できる。実際には、学会や学術誌

によってポイントが若干異なるが、例えば、演者として国内学会で発表をすれば 2 ポ

イント、学会への参加は0.1～1ポイント、学術誌への論文投稿で2ポイントなど、こ

れらのポイントを研究科長、学務委員、大学院委員が認定をして、ポイントが20ポイ

ント以上になれば、専門力養成プログラムの 4 単位を認めるというものであり、学生

の活発で能動的な研究活動を期待できるものである。 

 

平成２４年度シラバスは資料①、教育課程等の概要（別紙様式第２号）は資料②、履

修モデルは資料③として別途添付している。 

 

・ カリキュラムの内容が設置の理念を達成するものとしてふさわしいかについて記載

すること 

・ 設置されている授業科目が博士課程で扱う内容としてふさわしいものであるかにつ

いて自己点検・評価すること 

・ 博士論文の研究テーマ（予定）についても明示すること 

・ 別途シラバス及び教育課程等の概要（別紙様式第2号）を添付すること 

・ 履修モデルを添付すること 

 

○ 博士論文の研究を推進するために医療提供施設との連携体制をどのようにとるか

（予定を含む）について以下に記載すること 

 

薬学研究科では、旧博士課程（５年制、前期・後期）においても、福岡大学病院に

おける約半年の臨床薬学研修制度を有し、また、本学の医師または医学部教員・研究

者との共同研究などを実施してきた。 

本博士課程においては、福岡大学筑紫病院を実習・研究施設に加え、両大学病院で

の基礎実習や薬剤部長を兼務する教員による授業を通して、各自の研究テーマが臨床

で、どのように応用できるかという点を意識づける。また、両大学病院の診療科や薬

剤部等および医学部等との共同研究についても、様々な形態で研究チームを構築して

積極的に支援する。更に、専門力養成プログラムでは、症例検討会、研修会、学会等

への参加をポイント化して奨励しているので、これらを通して、医師をはじめとする

医療関係者と情報交換することで、より臨床を志向した研究を進展させることができ

る。  

 

○ 学位審査体制・修了要件 

 

博士の学位は、大学院学則及び学位規程に基づき、博士課程に４年以上在籍して所

定の単位を修得し、博士論文の審査及び最終試験に合格した者に授与される。博士論

文の審査は、指導教員が主査を務めるが、透明性・客観性の観点から指導教員以外の

当該研究科所属の教育職員、学内の他の研究科所属の教育職員、または、学外者を２
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名以上副査として加えることができる。最終試験は、論文提出者の研究成果を確認す

る目的をもって、主査、副査が口頭試問を行う。併せて、当該研究科所属の教育職員

全員、学内外の他の研究科所属の教育職員や学生の自由な参加による公開発表会を行

う。これらの結果、広い視野に立って精深な学識を修め、専攻分野における研究能力

又は高度の専門性を要する職業に必要な能力を有する事を示すに足ることが当該通常

委員会における最終的判定で認められたものを合格とする。 

 提出された学位論文は、福岡大学図書館にて閲覧可能である。また、学位論文の内

容を含む総説は、福岡大学薬学集報に収載され、閲覧可能であると同時にインターネ

ット上にも公開される。 

（http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu844/home2/Ronso/Ronso-top/Ronso-top.htm） 

 

学位審査要件については、下記のような申し合わせがある。研究業績については、最

近 5 年以内のもので、かつレフェリーによる査読があるものとする。実験系にあって

は、和論文は英論文の0.7報分に相当。 

 在籍・研究機関 主論文（英文・和文） 

課程博士（実験系） 4年 英論文1報以上 

課程博士（非実験

系） 
4年 

英又は和論文1報以上 

論文博士（実験系） 

所定の研究歴 

薬学研究科学位申

請取扱細則による 

学位関連論文が下記のいずれかに該当す

ること 

（１） 英論文３報以上（１論文はFirst 

author） 

（２） Impact factorの総数６以上 

論文博士（非実験

系） 

所定の研究歴 

薬学研究科学位申

請取扱細則による 

学位関連論文が下記のいずれかに該当す

ること 

（１） 英論文３報以上（１論文はFirst 

author） 

（２） 英論文または和論文４報以上で

うち英論文１報以上（１論文はFirst 

author） 

（３） Impact factorの総数６以上 

 

・ 英文学術雑誌（ピア・レビューあり）などに掲載（予定も含む）されていることを条件と

するなどの学位審査要件についても記載すること 

 

○ ディプロマポリシー 

 

実験・演習等所定の単位を修めることにより、本研究科の理念・目的に即する人材

の域に達し、将来も自らが研鑽し、より高度な知識・技能・態度を身につけようとす

る意欲の有るもので、また薬学を通して、国民の健康維持に積極的に貢献する姿勢を

有するものに学位を授与する。（以上 ディプロマポリシー） 

本専攻は、医療系薬学を中核としているが、基礎薬学を包含する総合的な学術とし

ての薬学が大学院プログラムとして対応している。そのため、薬剤師免許を持たない

http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu844/home2/Ronso/Ronso-top/Ronso-top.htm
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健康薬科学専攻の修了者なども、薬学専攻博士課程を連続性をもって履修することに

よって、創薬研究者、基礎系薬学教育者、健康科学、環境衛生化学等研究者等を目指

すための素養を身につけることができる。 

 

・ 薬学部出身者以外の卒業生についても記載すること 

・ 養成する人材像を具体的に記載すること 

ホームページのリンク先  

http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu820/home1/guide/policy.html#pha 

 

http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu820/home1/guide/policy.html#pha


 

 

 

平成２４年度 

福岡大学大学院薬学研究科 

薬学専攻博士課程（４年制） 

シラバス 

 

yakugaku
テキスト ボックス
資料①



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10001-01臨床副作用学演習「二神クラス」

３年通年 6  2二神　幸次郎
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
厚生労働省へ副作用報告や臨床現場で発現している副作用疑い症例を病
棟で薬剤師はよく経験するが、薬剤が原因であるか判断できる能力のあ
る薬剤師を養成するため、臨床検査値の読解、服薬と症状発現の時系列
調査解析、過去の副作用発現症例の文献調査を行い、和文のみならず、
英文の読解力を養成するとともに調査の進め方や多様な科学的問題に対
処するための問題解決能力を涵養する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．医薬品による副作用（相互作用を含む）に関する論文や総説を読み、
内容を理解できるようになる。
２．医薬品による副作用（相互作用を含む）に関する論文や総説を要約
し、内容を説明できるようになる。
３．研究成果をまとめて学会発表できるようになる。
４．研究成果をまとめて論文化できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

研究室内での論文紹介や学会での研究発表について、主に評価する（80％）。
論文作成能力など（20％）も加えて総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。適宜、資料を配付する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

医薬品添付文書やインタビューフォームの内容を理解し、指定した資料
について事前学習すること。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回／全90回）
第1回～第90回の中で、次の項目に関して実施する。
１．英語論文の紹介
２．論文作成
３．重篤副作用疾患別マニュアルを用いた演習
４．パワーポイントを用いた発表
５．ポスターを利用した発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10002-01臨床副作用学特別実験「二神クラス」

３年通年 12  2二神　幸次郎
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
副作用は大きく投与量に関係する薬本来の薬理作用によるものと、投与
量に関係ないアレルギー性または特異体質によるものがある。アレルギー
性副作用では，原因薬の特定が重要である。原因薬検出については多く
の検査法があるが、本実験では、有用性が高いといわれる白血球遊走試
験法によるin vitro原因究明研究を指導する。患者血液の取り扱い、結
果の判定、薬物療法への適用、研究結果の発表等の指導を行う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．医薬品による副作用に関する論文や総説を読み、内容を理解し説明
できるようになる。
２．自ら研究課題を立案し、実験を展開できるようになる。
３．研究成果をまとめて学会発表できるようになる。
４．研究成果をまとめて論文化できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実験取り組み（40％）や学会での研究発表（30％）、論文作成能力（30％）
を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。適宜、資料を配付する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

医薬品添付文書やインタビューフォームの内容を理解し、指定した資料
について事前学習すること。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回／全180回）
第1回～第180回の中で、次の項目に関して実施する。
１．原因分析法の操作
２．原因分析法の実験
３．副作用の原因特定
４．原因分析法の改良実験
５．パワーポイントを用いた発表
６．ポスターを利用した発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10003-01臨床薬剤学演習「神村クラス」

３年通年 6  2神村　英利
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
医療現場で生じた問題を解決して、有効かつ安全な薬物療法を提供でき
る研究遂行能力の高い薬剤師の養成を目的に、医薬品の適正使用に関す
る原著論文や総説を読み、和文のみならず、英文の読解力を養成すると
共に、最新の学術情報を収集する能力を育成する。また、論文などによ
り収集した学術情報を要約して紹介し、討論することで、プレゼンテー
ション能力を向上させる。また、調査や研究の進捗状況報告書を作成す
ることで、論文作成能力を養う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．医薬品適正使用に関する研究論文や総説を読み、内容を理解できる
ようになる。
２．医薬品適正使用に関する研究論文や総説を要約し、内容を説明でき
るようになる。
３．研究成果をまとめて、学会などで発表できるようになる。
４．研究成果を論文化できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

論文紹介や研究発表などの研究室内の発表および学会における発表につ
いて、主に評価する（90％）。作成した論文や文書についても評価する
（10％）。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

テキストは使用しない。
必要に応じて参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

医薬品添付文書やインタビューフォームの内容を理解するための基礎的
知識を有していることが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回/全90回）
第1回～第90回の中で、次の項目に関して実施する。
１．英語論文の紹介
２．論文作成
３．医薬品添付文書とインタビューフォームを用いた演習
４．パワーポイントを用いた発表
５．ポスターを利用した発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10004-01臨床薬剤学特別実験「神村クラス」

３年通年 12  2神村　英利
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
医療現場で生じた問題を解決して、有効かつ安全な薬物療法を提供でき
る研究遂行能力の高い薬剤師の養成を目的に、医薬品の最適投与法の開
発、副作用発現機序の解明、後発医薬品の治療学的同等性の検証、薬学
的ケアおよび薬剤師が関与したことによるチーム医療の治療効果などに
関する臨床研究および基礎実験の計画立案、データの収集と解析、結果
の論理的考察、成果の学会・論文発表を指導し、医薬品の適正使用を推
進するための深い知識、技能、態度を修得させる。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．研究計画を立案し、実施し、結果の論理的考察ができるようになる。
２．研究成果をまとめて、学会発表と論文執筆ができるようになる。
３．臨床研究を行うことで、チーム医療を展開できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

研究に取り組む姿勢（40％）、学会発表（30％）、論文作成能力とプレ
ゼンテーション能力（30％）から総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

テキストは使用しない。
必要に応じて、研究テーマに沿った文献や書籍を紹介する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した参考文献について事前に目を通しておくこと。
臨床研究の進め方を理解しておくことが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回/全180回）
第1回～第180回の中で、次の項目に関して実施する。
１．薬学的臨床研究
２．薬学的臨床研究を補完する基礎実験
３．研究成果を内容とする論文作成
４．パワーポイントを用いた研究成果発表
５．ポスターを用いた研究成果発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10005-01臨床薬物治療学演習「中島クラス」

３年通年 6  2中島　学
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　疾患の発症予防や病期の進行を調整することが医療の最終目的の一つ
である。この目的のためには疾患の発症機構や薬物の作用機序を的確に
理解する必要がある。
　本演習では、癌の免疫機構からの逸脱機構、抗炎症性天然物質の探索
および非アルコール性脂肪性肝炎の発症機序と薬物効果に関する主要な
関連英文総説や論文を読むことで、試験管および疾患モデル動物解析技
術としての理論、実験手技やデータ解析法の最新情報を理解し、さらに
研究室での発表と討論を行うことで理解を深め
るとともに、英文読解力およびプレゼンテーション能力の育成を行う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．課題疾患の発症機序や病期進行に関与する要因を説明出来る。
２．課題疾患治療開発のための試験管実験やモデル動物を用いた治療研
究に関する方法論や実験結果の解釈方法を説明出来る。
３．課題疾患に対する治療薬の問題点の理解とそれに対する解決方法な
どの立案ができる。
４．課題疾患に関する英文論文を理解し、抄読会などで発表し、質問に
対して的確に応答できる。
５．他の研究者などのセミナーを理解し、的確な質問が出来る。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

参考資料を利用した課題疾患に関するレポート類（２０％）と最終論文
（４０％）、抄読会や討論会での発表と質疑応答（３０％）、受講態度
（１０％）を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし、適切な英文論文や総論などの参考資料を配付する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

課題疾患に関する基本的な病態生理を事前に再確認し、充分な予備知識
を得ておく。また、常に課題疾患に関する最新情報を探索し、理解度を
深めるように努力する。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回/全90回）
第１回～第９０回の中で、下記項目に関して主に最新の参考
論文を中心に実施する。
１．課題疾患の決定と関連文献検索方法の理解。
２．課題疾患の病態生理、治療薬の理解と問題点の探索
３．開発中の新薬に関する論文検索と抄読会での紹介
４．検索した論文等による課題疾患の治療方法および治療薬
などに関する論文作成
５．討論会における発表と討議
６．ポスターを利用した演習成果発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10006-01臨床薬物治療学特別実験「中島クラス」

３年通年 12  2中島　学
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　おもに癌の免疫機構からの逸脱機構、抗炎症性天然物質の探索および
非アルコール性脂肪性肝炎の発症機序と薬物効果の解析について、試験
管実験および疾患モデル動物実験を用いて実践的に理論の確認をさせる
とともに、実験の目的を的確に理解し、実験計画を立案させる。さらに、
実験手技の理解と習得、実験結果の解析法および実験の適切な進め方な
どを実践的に習得させる。また、得られた実験成果を学会に発表すると
ともに英文論文として完成させることで研究者としての研鑽を積む。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．課題疾患の発症機序や病期進行に関与する要因を説明出来る。
２．課題疾患治療法開発のための試験管実験やモデル動物を用いた治療
研究に関する方法論や実験結果を説明出来る。
３．課題疾患に対する治療薬の問題点の理解とそれに対する解決方法な
どの立案ができる。
４．研究課題に関する実験計画を立案し、適切に展開できる。
５．他の研究者などに、自己の研究課題と実験結果を適切に説明し、的
確な質疑応答が出来る。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実験に対する取組（４０％）、セミナーや学会発表（３０％）、実験結
果等のレポートおよび最終英文論文作成（３０％）を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし、適時必要な参考文献などを紹介する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

常に、課題疾患に関する論文や総論を探索し、疾患および実験の理解度
を深めるよう努力する。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回/全180回）
第１回～第１８０回の中で、下記の項目に関して主に実験を
通じて実施する。
１．課題実験に関する関連文献検索方法の理解。
２．基本的試験管および動物実験操作の修得と原理と応用の
理解。
３．課題研究内容に合った高度解析機器の操作法の修得と原
理と応用の理解。
４．実験結果の理論的解析方法の理解と適切な実験計画の立
案と遂行。
５．実験結果の研究室討論会での発表と質疑応答。
６．実験成果の学会等での発表。
７．課題実験結果を参考文献等を付加して論文を作成し、発
表する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10007-01医薬品情報学演習「原クラス」

３年通年 6  2原　周司
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
医薬品情報は医薬品を適正に使用するために必要な情報であるが、関わ
る範囲が多岐にわたっている。すなわち、医薬品の創製開発、製造、使
用のあらゆる過程において存在する。それぞれの過程における情報の収
集・評価・加工・提供・管理に関する基本的ならびに応用的知識・技能・
態度を習得しなければならない。そこで、本演習ではMEDLINEを利用
して論文等を収集・評価・加工してプレゼンテーションする能力を育成
する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1. 論文の専門用語を理解し、これに関して説明できるようになる。
2. 論文中のデーターの意味を理解し、解釈できるようになる。
3. 論文中から、新規医薬品の作用機序・投与法などの問題点を探し、
これに対する方策を構築できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

論文内容の理解（40%）、問題点に対する説明（30%）、発表（30%）
を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要な時に参考文献等を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

医学・薬学に関する基礎的知識を習得済みの者が望ましい。課題の原著
論文を事前に熟読しておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回／全90回）
第1回～90回の中で、次の項目に関して実施する。
1. 最新の原著論文紹介と討議。
2. 課題の問題点及びその解決法の構築。
3. 各々問題点と解決法を検証して討議する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10008-01医薬品情報学特別実験「原クラス」

３年通年 12  2原　周司
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
本特別実験では、創薬（適用拡大を含む）開発、製造、使用におけるデー
タの読み方と解析・評価の仕方の基礎を養うことが目的である。抗悪性
腫瘍薬の適正使用に関する研究指導を行い、定期的に実験テーマに関す
る論文の抄読会、リサーチカンファレンスを全員で行い、他のテーマに
関しても質疑応答できるように指導する。最終的に、研究成果を学会・
論文発表することで、幅広い知識・技術・態度を身につけることも目的
としている。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1. 研究計画を立案し、実施できるようになる。
2. 研究成果をまとめ、学会で発表できるようになる。
3. 研究成果を学術論文としてまとめることができるようになる。
4. 更に研究を発展させるための課題を立案し、実施できるようにな
る。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

研究取組（40%）、学会発表（30%）、論文作成とプレゼンテーション
力（30%）を基準として、総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要な時に参考文献や図書などを提供する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した課題について事前に目を通し、理解しておくこと。今までに学
んだ基本的知識・技術を修得済みの者が望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回／全180回）
第1回～第180回の中で、次の項目に関して実施する。
1. テーマに対しての具体的に研究計画を立てる。
2. 実際に機器等を使用して実施。
3. 原則として、１回／週行うリサーチ・カンファレンスで
発表
4. PowerPointを用いた研究成果発表
5. 研究成果を学会等で発表
6. 論文としてまとめる
7. 研究成果を英文で投稿



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10009-01薬学疾患管理学演習「片岡クラス」

３年通年 6  2片岡　泰文
◎－－－　概要　－－－◎

（平成２５年度より履修）
医療現場における薬剤師による患者の薬学管理を科学的に行うためのエ
ビデンスに関する学術論文および総説を精読し、薬学管理の新たな方法
論について考察する。また、具体的な症例について薬学管理法設計に取
り組み、これを発表しグループ討論することにより設計案の洗練化工程
に繋げるとともにプレゼンテーション能力を育成する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．具体的な症例について薬学管理法の設計ができるようになる。
２．設計案を発表し討論できるようになる。
３．医薬品の副作用に関連する最新の英語論文等の情報を収集・解析し、
説明できるようになる。
４．副作用について代表的な医薬品を挙げ、その作用機序を理解し、副
作用の予測・軽減・回避対策を科学的根拠に基づき設計できるようにな
る。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

論文紹介や研究発表などの研究室内の発表会および学会における口頭／
ポスター発表について主に (90%) 評価する。論文作成とその発表も評
価に加える (10%) 。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要な参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

英語論文等の読解力の基本となる素養を修得しておくことが不可欠であ
る。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度３０回／全９０回）
第1回～第90回の中で、次の項目に関して実施する。
１．英語論文の紹介
２．薬学管理法の設計
３．論文作成
４．口頭発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10010-01薬学疾患管理学特別実験「片岡クラス」

３年通年 12  2片岡　泰文
◎－－－　概要　－－－◎

（平成２５年度より履修）
薬学疾患管理の中で特に副作用管理に着目し、医薬品による副作用の予
測・軽減・回避対策の構築を目指し、副作用の発現機序を薬物動態学的・
薬力学的観点から追究することを企て実験を行う。研究課題の設定、実
験の計画立案、遂行方法及び結果の総括方法を修得し、その成果を論文
及び学会発表することにより総合的な研究力を育成する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．医薬品の副作用機序が未解明なため対策設計が不可能な医薬品を抽
出し、その解明を目的とした研究課題を立案できるようになる。
２．設定した研究課題について実験計画および実験方法を立案し、それ
を遂行できる実験手技を修得できるようになる。
３．実験成績を総括し、研究の新たな展開ができるようになる。
４．研究成果を論文としてまとめ発表できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実験取組 (40%)、学会発表 (30%)、論文作成とプレゼンテーション力
(30%) を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要な参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

細胞生物学的実験に関する基礎知識を修得しておくことが望ましい。英
語論文等の読解力の基本となる素養を修得しておくことが不可欠である。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度６０回／１８０回）
第１回～第１８０回の中で、次の項目を実習する。
１．細胞単離・培養
２．in vitro 実験
３．疾患モデル動物作成
４．in vivo 実験
５．データ解析
６．口頭発表
７．ポスター発表
８．論文作成



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10011-01製剤設計学演習「加留部クラス」

３年通年 6  2加留部　善晴
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　薬物を効果的に作用するための製剤設計、薬物送達に関わる製剤材料
の性質研究を行う。製剤材料の性質研究は、医薬品及び医薬品添加剤の
物理化学的性質研究である。また、剤形製造研究である製剤の製造研究
と品質試験研究を行う。さらに、製剤的工夫がなされた機能性製剤研究
であるドラッグデリバリーシステム研究を行う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1.薬物療法の最適化のために、薬物の体内動態の制御方法を説明できる。
2.製剤製造技術や製剤試験法を理解し、製剤設計を行うことができる。
3.薬物療法の最適化のために、薬物の副作用軽減物質を探索できる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　学位論文(60%)及びその他の発表会(20%)で評価する。その他に、研究
室内で行う研究発表(10%)や論文紹介(10%)などについても評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　適宜、学術論文を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　事前に配布した学術論文は目を通しておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回/全90回）
　第1回～第90回の中で以下の項目に関する実験の計画立案、
実施、討議を行う。また、ゼミ形式の研究発表や論文紹介に
よりプレゼンテーション能力を育成する。
第1回～第15回　薬物の溶解性向上による吸収性改善
第16回～第30回　薬物の体内動態制御
第31回～第45回　皮膚老化予防剤の製剤設計と開発
第46回～第60回　抗生物質の副作用軽減物質の探索
第61回～第75回　抗がん剤の副作用軽減物質の探索
第76回～第90回　画像診断用放射性医薬品の開発

◎－－－　URL　－－－◎

SozaiWiki
((http://sozai.pha.fukuoka-u.ac.jp/))



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10011-02製剤設計学演習「高田クラス」

３年通年 6  2高田　二郎
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
製剤設計、薬物送達に関わる製剤材料の性質研究、剤形製造研究、ドラッ
グデリバリーシステム研究等を指導する。製剤材料の性質研究は医薬品
及び医薬品添加剤の物理化学的性質研究である。剤形製造研究は製剤の
製造研究と品質試験研究である。ドラッグデリバリーシステム研究は製
剤的工夫がなされた機能性製剤研究である。ゼミ形式の研究発表や論文
紹介によりプレゼンテーション能力を育成する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１． 薬物送達法の化学的方法、物理化学的方法、生体側の生理機能
を活用する生物学的方法に関する最新の学術情報および薬物送達法が治
療効果に大きく影響する可能性のある薬物療法に関する最新の学術情報
を調査収集できるようになる。
２． 調査収集した最新学術情報を整理し、薬物送達法の視点から内
容を説明できるようになる。
３． 優れた治療効果をもたらす薬物送達法を可能にする戦略につい
て考察し、討論できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

論文調査を10%、論文紹介（内容の把握と情報の整理）を40%、最新の
学術研究に関する考察と討論を50%の割合で評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし、必要に応じて参考論文を指定する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

製剤学の基礎知識を修得しているものが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回／全90回）
第１回～第90回の中で、次の項目に関して実施する。
１． 英語論文を中心とする学術情報の調査及び整理。
２． 論文紹介
３． 調査内用に関してテーマを設定し発表および討論。
４． 発表はポスター形式とPowerpointの両方で行う。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10012-01製剤設計学特別実験「加留部クラス」

３年通年 12  2加留部　善晴
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　 薬物療法の最適化には、目的の薬物を作用部位に的確に送達するこ
とが重要である。薬物放出の制御、薬物の吸収過程の制御、薬物の標的
指向性の向上など薬物送達上の問題点を改善し、薬物のbioavailabilityを
向上することを目的とする。また、各種製剤の製剤製造技術、製剤試験
法を理解し、製剤設計を行うことを目的とする。さらに抗生物質や抗が
ん剤の副作用軽減物質の探索を行うことを目的とする。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

　製剤設計、薬物送達に関わる研究課題について、研究計画の立案、実
験手技、実験方法、実験結果の論理的考察力等の能力を身につける。ま
た、研究成果として研究発表、論文作成、学術雑誌へ投稿を行うことで、
課題発見能力、問題発見能力を身につける。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　学位論文(60%)及びその他の発表会(20%)で評価する。その他に、研究
室内で行う研究発表(10%)や論文紹介(10%)などについても評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　適宜、学術論文を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　事前に配布した学術論文は目を通しておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回/全180回）
　第1回～第180回の中で、以下の項目に関して、最新の原著
論文紹介と討議を中心としたセミナーを行う。
第1回～第30回　薬物放出の制御方法
第31回～第60回　薬物の吸収性改善方法
第61回～第90回　薬物動態と薬物の標的指向性
第91回～第120回　経口製剤の製剤設計と製剤試験法
第121回～第150回　非経口製剤の製剤設計と製造技術
第151回～第180回　製剤評価のためのバイオイメージング技
術

◎－－－　URL　－－－◎

SozaiWiki
((http://sozai.pha.fukuoka-u.ac.jp/))



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10012-02製剤設計学特別実験「高田クラス」

３年通年 12  2高田　二郎
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
製剤設計、薬物送達に関わる研究課題について、研究計画の立案、実験
手技、実験方法、実験結果の論理的考察力等の能力を身につける。また、
研究成果として研究発表、論文作成、学術雑誌へ投稿を行うことで、課
題発見能力、問題発見能力を身につける。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１　治療効率の改善を目指した新規な薬物送達法を企画立案ができるよ
うになる（課題発見能力）。
２　in vitroおよび実験動物におけるin vivoにおける実験計画を立てら
れるようになる。
３　実験手技を修得し実施できるようになる。
４　実験的検証ができるようになる。
５　研究成果を発表できるようになる。
６　研究成果を基に論文作成ができるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実験取り組み40%、プレゼンテーションおよび学会発表30%、論文作成
30%の割合で判断する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

薬物のADMEに関する基礎的知識を修得済みの者が望ましい。指定した
学術論文について事前に目を通しておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回／全180回）
第１回～第180回の中で、次の項目に関して実施する。
１　治療効率の改善を目指した新規な薬物送達法を企画立案。
２　in vitroおよびin vivoにおける実験計画。
３　実験手技の修得。
４　実験的検証。
５　特許性のある成果は特許出願を行う。明細書、国際出願
等の方法を修得する。
６　研究成果を学会発表。
７　研究成果の内容の公表として論文作成。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10013-01臨床疾患薬理学演習「岩崎クラス」

３年通年 6  2岩崎　克典
◎－－－　概要　－－－◎

（平成２５年度より履修）
アルツハイマー型認知症や脳血管性認知症は、発症機序の詳細が不明な
ことも相まって適切な治療法のみならず治療薬もないのが現状である。
本演習では、認知症をはじめうつ病や統合失調症などの精神疾患につい
て、その成因ならびに治療薬の作用機序を分子レベルまで最先端の知見
をもとに講義する。さらに認知症の重症化に影響を及ぼす糖尿病や脳血
管障害などの生活習慣病の関わりについても臨床報告と重ね合わせなが
ら講義する。また、創薬・創食の立場から、新薬開発のみならず新しい
機能性食品の可能性についても考える。講義は最新の文献検索ならびに
紹介に続いて各自の考えをプレゼンテーションの形で討議する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１． アルツハイマー型認知症ならびに脳血管性認知症の成因に関す
る最先端の情報を文献検索し、それを概説できるようになる。
２． 統合失調症ならびにうつ病などの精神疾患の成因に関する最先
端の情報を文献検索し、それを概説できるようになる。
３． 加齢に伴う中枢神経疾患治療薬を創薬するにあたり、どのよう
な薬効評価法が必要かを学び、実験計画を立てることができるようにな
る。
４． 疾患にかからないための体づくり（機能性食品を用いた創食）
について学び、それを概説できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

英文論文抄読会での関連論文の紹介や学会発表の態度を評価する（90％）。
その他に、論文作成およびその発表態度も評価する（10％）。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。担当する研究内容に関する最新論文を紹介あるいはプリント
を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

研究内容について、それを開始する前に関連論文を読み、効率よく実験
が出来る準備をしておくことが重要である。関連の文献、博士論文、修
士論文などを紹介するので読んでおくことが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度３０回／全９０回）
第１回～第９０回の中で、以下の項目について講義を行う。
１． アルツハイマー型認知症の病態と治療薬の最先端
２． 脳血管性認知症の病態と治療薬の最先端
３． 統合失調症およびうつ病、気分障害などの精神疾患
の病態と治療薬の最先端
４． 中枢神経系疾患の漢方治療とその機序
５． 研究成果のパワーポイントを用いた発表の仕方
６． 研究成果の英文論文投稿の仕方

◎－－－　URL　－－－◎

臨床疾患薬理学教室HP,　加齢脳科学研究所HP
(http://www.pha.fukuoka-u.ac.jp/user/ohyaku/web/ http://
agingandbrainsciences.com/ )



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10014-01臨床疾患薬理学特別実験「岩崎クラス」

３年通年 12  2岩崎　克典
◎－－－　概要　－－－◎

（平成２５年度より履修）
高齢化社会を意識して、脳血管障害や糖尿病を合併したアルツハイマー
型認知症や脳血管性認知症の動物モデルを作製し、特に迷路課題等を用
いて学習・記憶の障害の特性を研究する。疾患モデルの行動変容ならび
に組織化学的、神経化学的変化の特性を詳細に調べ、このような変化に
対する薬物の作用を調べる。本特別実験では、創薬・創食の立場から薬
物のみならず漢方薬や機能性食品の効果についても詳細に実験を行い、
その成果について実験報告の形で深く討議を行う。その上で、まとまっ
た成果については学会発表ならびに欧文誌への投稿を目指す。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．アルツハイマー型認知症の病態モデル動物を作製することができ、
これを用いて薬効評価のための実験計画および実験ができるようになる。
２．脳血管性認知症の病態モデル動物を作製することができ、これを用
いて薬効評価のための実験計画および実験ができるようになる。
３．統合失調症おとびうつ病の病態モデル動物を作製することができ、
これを用いて薬効評価のための実験計画および実験ができるようになる。
４．得られた実験結果を薬効評価に応用できるようになる。
５．得られた研究成果をまとめて、学会発表ならびに英文論文として投
稿できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

毎月行う実験報告会での発表内容および発表態度（50％）、学会発表の
態度（40％）を評価する。その他、成果を論文投稿する態度も評価する
（10％）。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。担当する研究内容に関する最新論文を紹介あるいはプリント
を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

研究内容について、それを開始する前に関連論文を読み、効率よく実験
が出来る準備をしておくことが重要である。また、得られた実験結果に
ついてその日のうちによく理解しておく。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度６０回／全１８０回）
第１回～第１８０回の中で、以下の項目に関して講義を行う。
１． アルツハイマー型認知症発症の分子病態ならびに治
療戦略
２． 脳血管性認知症の分子病態ならびに治療戦略
３． 統合失調症、うつ病の分子病態ならびに治療戦略
４． 西洋薬、漢方薬の育薬的応用に関する最新情報
５． 動物モデルを用いた高齢者疾患モデルの作成法
６． 動物モデルを用いた薬効の行動薬理学的評価
７． 遺伝子改変動物の中枢神経疾患治療薬開発への応用
８． 実験結果の学会発表、論文投稿の仕方

◎－－－　URL　－－－◎

臨床疾患薬理学教室HP,　加齢脳科学研究所HP
(http://www.pha.fukuoka-u.ac.jp/user/ohyaku/web/ http://
agingandbrainsciences.com/ )



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10015-01病態機能解析学演習「高野クラス」

３年通年 6  2高野　行夫
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　古代ギリシアの時代から、植物や動物の成分を疾患に適用する薬物治
療が行われてきた。今日でも、薬物治療は疾患治療の主要な手段である。
しかし、より効果的な治療薬が開発されていないのも事実である。そこ
で病態機能解析学演習では、神経変性によって生じる神経因性疼痛や脳
内の神経異常によって生じるてんかんに焦点を当て、その発症機序、な
らびに薬物治療について議論する。また、新薬開発のために、臨床症例
を基に、モデル動物を用いて薬効薬理試験への応用についても考察する。
また、最新の情報を各自が検索・発表することによって、プレゼンテー
ション能力を育成させる。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．神経因性疼痛の発症機序について知り、説明できるようになる。
２．てんかんの発症機序について知り、説明できるようになる。
３．各疾患の薬物治療について議論し、新薬開発のためにの応用につい
ても考察できるようになる。
４．最新の情報を各自が検索・発表することによって、プレゼンテーショ
ン能力を身につける。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

〇　論文等を検索し、レポートとして提出する（５０％）。
〇　与えられた課題について、調べ、発表する（４０％）。
〇　論文・学会発表による評価（１０％）

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特に指定しない。必要に応じて、参考文献や資料を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

与えられた課題を良く準備し、演習で積極的に発表する。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度３０回・全９０回）
第１回～第９０回の中で次の項目に関して実施する。
１．原著論文の紹介

２．英語での論文作成の訓練

３．論文作成

４．学会発表の（日本語・英語）の訓練と実践

５．実験で得られたデーターの考察

６．臨床での問題点の調査・研究



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10016-01病態機能解析学特別実験「高野クラス」

３年通年 12  2高野　行夫
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　特別実験では、病態機能解析学演習で学んだことを基に、神経因性疼
痛モデル動物を作製し、またてんかん疾患の患者さんの遺伝子をノック
インした疾患モデル動物を作出する。それらの動物を用いて、その病態
の仕組みを細胞レベルから個体レベルで解析する。得られた実験成果か
ら、適切な薬物治療、薬物の作用や副作用を調べ、考察する。また、そ
れらの成果を学会等で発表し、プレゼンテーションの技能も習得する。
さらに他の疾患へと応用するとともに、将来の創薬へ向けて展望する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．病態機能解析学演習で学んだことを基に、自ら実験計画を作成でき
るようになる。

２．神経因性疼痛モデル動物あるいはてんかん疾患遺伝子をノックイン
した疾患モデル動物を作出できるようになる。

３．得られた実験成績を考察し、次の実験へと発展させる能力を培うこ
とができるようになる。

４．基礎研究の成果を臨床・創薬へ適用する能力を得るようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

〇　実験の取り組み（５０％）。
〇　与えられた課題について、調べ、発表する（３０％）。
〇　論文・学会発表による評価（２０％）

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要に応じて参考書を紹介する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

動物実験が多くなるので、動物実験指針に精通しておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度６０回・全１８０回）
第１回～第１８０回の中で、以下の項目に関して実施する。
１．動物実験と動物の扱い方

２．薬理学的実験

３．生化学的実験

４．組織化学的実験

５．学会発表（日本語・英語）の訓練と実践

６．実験で得られたデーターの考察

７．臨床での問題点の調査・研究



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10017-01臨床生化学演習「添田クラス」

３年通年 6  2添田　秦司
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
われわれの研究領域に関する原著論文や総説を読み、英語論文の読解力
を養成するとともに、最新の学術情報を収集する能力を形成させる。ゼ
ミ形式での研究成果発表や原著論文紹介を通してプレゼンテーション能
力を育成する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１.本教室の研究テーマである生活習慣病の分子基盤、白血病などのウイ
ルス発ガンの分子機構、及び性分化の発現調節機構の解明と新規予防・
治療法の開発について学び概説できるようになる。
２.上記研究領域の最新英語論文の内容を著者になったつもりでパワーポ
イントを用いてプレゼンテーションできるようになる。
３.２項と同様に、自身の研究進捗状況を発表できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

原著論文の紹介や研究の進捗状況の発表など、研究室内での発表の内容、
プレゼンテーションスキルについて評価する（80%）。その他、発表要
旨のまとめ方などについても評価する（20%）。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要に応じて参考文献を配布することがある。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

生活習慣病、白血病、性分化などの教室の研究テーマについては日ごろ
から関心をもち、雑誌、インターネットなどを通じて基本的な情報を収
集しておくことが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

各年度３０回/全９０回

全９０回を通じて次の項目を実施していく。
１.原著論文の紹介
２.発表要旨の作成
３.パワーポイントを用いた発表の仕方
４.ポスターを用いた発表の仕方
５.質疑応答の仕方



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10017-02臨床生化学演習「山野クラス」

３年通年 6  2山野　茂
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
環境中の有害化学物質の曝露、食品に混入した有害化学物質の摂取や医
薬品の不適切な使用によって健康障害が引き起こされる。また、不適切
な生活習慣も健康に影響を与える。本演習では、化学物質による毒性の
発現機序ならびに食習慣などに起因する生活習慣病の発症・憎悪に関わ
る生体分子（核内受容体など）などに関する原著論文や総説を調査させ
ることで、研究の背景や現状を理解させるとともにデータを客観的に評
価する能力を養う。また、セミナー形式での発表・討論を行うことで、
プレゼンテーション能力を向上させる。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1．化学物質の有害作用およびその発現機序について学び、発表・討論
できるようになる。
2．シグナル分子あるいは有害分子としての活性酸素種について学び、
発表・討論できるようになる。
3．生活習慣病と酸化ストレスとの関わりについて学び、発表・討論で
きるようになる。
4．生活習慣病と核内受容体との関わりについて学び、発表・討論でき
るようになる。
5．上記に関連する原著論文・総説を読解し、内容を客観的に評価し発
表・討論できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

セミナーでのプレゼンテーション能力・質疑応答（90％）および演習に
取り組む姿勢・態度（10％）により、総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要なときに参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した参考文献について、事前に目を通しておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回/全90回）
第1回～第90回の中で、以下に記載するテーマに関連する原
著論文・総説を検索・収集し、セミナー形式でテーマに関す
る発表・討論・総括を行う。

1．化学物質の毒性と毒性発現機序
2．化学物質による活性酸素種の産生・酸化ストレスの誘導
と細胞・遺伝子毒性
3．活性酸素種の産生とシグナル伝達・遺伝子発現
4．酸化ストレスと生活習慣病
5．核内受容体と生活習慣病
6．糖質・脂質代謝と生活習慣病



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10017-03臨床生化学演習「見明クラス」

３年通年 6  2見明　史雄
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
微生物と遺伝子組み換え技術を利用して、医薬品の開発を目指す。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

疑問点を見つけ、積極的に、討論へ誘導できる姿勢を作る。
研究を期間内に完成させるために効率の良い計画を立案できる。
安全に実験を遂行できる。 実験データを解析し、考察できる。
研究テーマの実験データをまとめ、学会等で発表することが出来る。
博士論文を作製し、その内容を発表できる。
研究成果を英語でまとめ、学術雑誌に投稿できる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

研究内容に関する討論(80%)とレポート(20%)

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

遺伝子治療、ワクチン開発に関する原著論文など

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

各人の疑問点を見つけ、討論へ話題提供を行って欲しい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回/全90回）
第1回～第90回を通して次の項目を実施する。
　研究テーマを絞り込み、その展開に必要な知識を収集し、
必要な技術の習得と改良を行う。
・実験データの解析と考察
・実験データの発表
・英語論文の作製



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10017-04臨床生化学演習「鹿志毛クラス」

３年通年 6  2鹿志毛　信広
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　腸管粘膜における腸内フローラ、特に乳酸桿菌の新たな機能を見いだ
し、腸管粘膜を介した疾病の予防・治療へ応用するために、以下の演習
を行う。
①腸内フローラと腸管粘膜免疫機構、腸内フローラの遺伝子発現・制御
などに関する最新の学術論文の内容に関して討議を行い、研究テーマに
関連した知識を深める。
②研究テーマの実験データに関して発表を行い、プレゼンテーション能
力を磨く。
③研究成果を英語でまとめて学術論文として投稿する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

粘膜免疫機構における腸内フローラの役割を説明できる。
腸内フローラの遺伝子発現・制御機構を説明できる。
自分の研究テーマの実験データをまとめて発表を行うことが出来る。
研究成果を英語でまとめることができる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　英語学術論文の読解力を３割、演習での説明を３割、実験データのプ
レゼンテーション能力を４割で評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

テキスト：関連分野の最新学術論文を配布する。
参考書：松島欽一、栗冠和郎、苅田修一、増補改訂　微生物・バイオ領
域の英語表現文例集　講談社サイエンティフィック　2004年　
ISBN：978-4-06-155605-8

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　論文や実験データについて、パワーポイントなどのプレゼンテーショ
ンソフトを用いて説明してもらうので、使用方法を修得しておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回/全90回）
第１回～第90回の中で次の項目を実施する。
１．英語学術論文の読解と内容の紹介
２．英語学術論文作成演習
３．実験データの発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10018-01臨床生化学特別実験「添田クラス」

３年通年 12  2添田　秦司
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
所属分野の指導教員及び他分野の教員の助言の下で研究テーマを選定し、
実験計画を立案・遂行し、研究発表、論文作成、学術雑誌への投稿を行
うことによって、課題発見能力、問題発見能力を涵養することを目的と
する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

生活習慣病克服のための脂肪組織を中心とした病態解明と創薬アプロー
チ、白血病細胞における長寿遺伝子を中心としたエネルギー代謝制御因
子の発現と機能の解析、またはアロマターゼの脳特異的発現を制御する
転写調節機構の解析について研究し、研究発表、論文作成、学術雑誌へ
の投稿ができるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

研究への取り組み方（40%）、学会発表の準備進め方とプレゼンテーショ
ンスキル（30%）,英語論文作成能力（30%）を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。適宜指示した原著論文を大学の電子図書から入手する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

１つの原著論文から派生する関連文献も含め事前によく読み実験を行な
う。

◎－－－　授業計画　－－－◎

各年度６０回/全１８０回

全１８０回の中で次の項目を実施していく。
１.実験計画の立案と遂行
２.研究成果の進捗状況のまとめと研究室内発表
３.研究成果のまとめと学会発表
４.数回の学会発表の英語論文としてのまとめ
５.指導教員との論文内容に関する討議と英文校正
６.英文チェッカーによる校正論文の比較詳読による英語表
現力の向上
７.完成論文の海外雑誌投稿とレビュアーとのやり取り
８.アクセプトされた論文の出版社とのやり取り



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10018-02臨床生化学特別実験「山野クラス」

３年通年 12  2山野　茂
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
環境中の有害化学物質や医薬品などの毒性について、個体・細胞レベル
で明らかにしたうえで、それらによる毒性発現機序を分子レベルで解明
し、これを基盤に毒性の軽減化・回避法および医薬品の有効利用法の確
立を目指す。また、生活習慣病（特に２型糖尿病）の病態解析および発
症・憎悪機序について分子レベルで解明し、その予防法や創薬を含めた
治療法の確立につなげる。本特別実験では、専門知識および高度の実験
技術を身につけるとともに、研究を計画立案し、遂行したうえで結果を
総括する能力を育成する。また、研究成果を学会や学術誌に発表するこ
とでプレゼンテーション能力や結果を考察・総括する能力を向上させる。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1．科学者としての基本的知識・技能・態度を習得し、研究において実
践できるようになる。
2．研究課題に関連する分野の専門的知識および高度な実験技術を習得
し、研究に応用できるようになる。
3．結果から問題点を見い出し、総括したうえで、問題解決に向けて実
験を展開できるようになる。
4．結果を考察・総括し、学会ならびに学術論文として発表できるよう
になる。
5．自ら研究計画を立案し、研究を遂行できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

研究に取り組む態度・姿勢（40％)、研究計画力・研究遂行力（40％）お
よび学会発表・論文作成（20％）により、総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要なときに参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した参考文献について事前に目を通しておくこと。毒性学、細胞生
物学、分子生物学の基本的知識と技術を身に付けておくことが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回/全180回）
第1回～第180回の中で、以下の研究課題に関連する文献・総
説を検索・収集し、研究の背景と現状を把握したうえで、実
験を計画・立案し、遂行する。また、得られた結果を考察・
総括し、研究成果は学会や学術誌に発表する。

1．有害化学物質（ディーゼル排ガス微粒子成分など）によ
る酸化ストレスと細胞死誘導
2．有害化学物質とシグナル伝達および遺伝子発現
3．有害化学物質と生体分子との相互作用
4．２型糖尿病病態と核内受容体
5．２型糖尿病病態下における糖質・脂質代謝
6．脂肪肝発症に関与する核内受容体とその標的遺伝子
7．脂肪肝モデルマウスにおける遺伝子発現



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10018-03臨床生化学特別実験「見明クラス」

３年通年 12  2見明　史雄
◎－－－　概要　－－－◎

（平成２５年度より履修）
微生物と遺伝子組み換え技術を利用して、医薬品の開発を目指す。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

疑問点を見つけ、積極的に、討論へ誘導できる姿勢を作る。
研究テーマの実験データをまとめ、発表することが出来る。
研究成果を英語でまとめることが出来る。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

研究内容に関する討論(80%)とレポート(20%)

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

遺伝子治療、ワクチン開発に関する原著論文など

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

各人の疑問点を見つけ、討論へ話題提供を行って欲しい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回/全180回）
第1回～第180回の中で次の項目を実施する。
　研究テーマを絞り込み、その展開に必要な知識を収集し、
必要な技術の習得と改良を行う。
1.実験計画の立案
2.実験実施
3.実験データの解析
4.実験データの考察
5.学会発表
6.研究成果の英文投稿
7.博士論文作成



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10018-04臨床生化学特別実験「鹿志毛クラス」

３年通年 12  2鹿志毛　信広
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　腸管は体内に存在しているが、粘膜を介して外界と直接接触しており、
感染症やアレルギー疾患等の疾病に際しての最前線となっている。腸管
内には常在菌として腸内フローラが存在し、腸管粘膜における、神経系、
内分泌系、免疫系に影響をあたえている。本研究では、腸管粘膜におけ
る腸内フローラ、特に乳酸桿菌の新たな機能を見いだし、腸管粘膜を介
した疾病の予防・治療へ応用する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

研究を期間内に完成させるために効率の良い計画を立案できる。
安全に実験を遂行できる。
実験データを解析し、考察できる。
得られた実験データをまとめ、学会等で発表できる。
研究成果をまとめ英文で学術雑誌に投稿できる。
博士論文を作製し、その内容を発表できる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実験態度を３割、実験技能を３割、問題可決能力を４割で評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし、関連する領域の学術論文を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

研究テーマの背景についてよく理解しておくこと。
適時、実験の進捗状況を報告し、指導を受けること。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回/全180回）
第1回から第180回の中で次の項目を実施する。
1．実験計画の立案
2．実験実施
3．実験データの解析
4．実験データの考察
5．学会発表
6．研究成果の英文投稿
7．博士論文作成



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10019-01臨床医薬品解析学演習「山口クラス」

３年通年 6  2山口　政俊
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　臨床分析科学分野における最新情報（国内外の学術論文、国内外の官
報など）の収集・解析を通して、臨床医薬品解析学に関する基盤知識お
よび技術を習得する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

　臨床分析科学分野の最新情報を収集し、解析できるようになる。
　臨床医薬品解析に関する知識および技術を習得する。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　ゼミや発表会などでの態度（出席状況を含む）（60%程度）、理解度
（20%程度）、プレゼンテーション能力（20%程度）などを総合的に判
断する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　なし。自らが学術論文などを収集する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　臨床薬学分野や生命科学分野全般にわたる基礎的知識と分析科学分野
に関する一般的知識を習得済みの者が望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回/全90回）
第１回～第90回の中で、次の項目に関して実施する。
１．学術論文の収集・解析と紹介（発表）
２．関連分野の研究・パテントマップの作成
３．プレゼンテーションの方法論
４．英語論文の作成法



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10019-02臨床医薬品解析学演習「能田クラス」

３年通年 6  2能田　均
◎－－－　概要　－－－◎

（平成２５年度より履修）
医療の高度化に伴い、診断、治療の臨床分野において様々な先端分析・
解析技術が新たに導入されている。本演習では、汎用される分析・解析
技術に加えて、最先端技術に関して、原理、装置、操作方法、得られる
情報、それらの適用例などを調査させる。同内容に関して、プレゼンテー
ションさせて、質疑応答を行うことにより、発表能力を向上させる。ま
た、研究進捗状況の報告（報告書、発表）を通して、発表能力および論
文作成能力を養う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1.　生命科学分野で汎用される医薬品解析法について，方法論の概略，
長所と短所，適用範囲を説明できる。
2.　薬品の開発、生産、品質管理の各ステップにおいて用いられる分析
手法について説明できる。
3.　臨床現場（臨床検査、診断、TDMなど）において用いられる分析手
法について説明できる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　論文紹介や研究発表などの研究室内の発表会および学会における発表
について主に（90％）評価する。その他に、論文作成およびその発表会
でも評価（10％）する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　適宜，学術論文，学術書，Webサイト等を指示する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　指定した参考文献について事前に目をとおしておくこと。機器分析に
関する基礎的知識を修得済みの者が望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

(各年度30回/全90回)
　第1回～第90回の中で下記の項目を実施する。
１．学術論文の収集・解析と紹介（発表）
２．関連分野の研究・パテントマップの作成）
３．PowerPointを使ったプレゼンテーションの方法論）
４．英語論文の作成法



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10019-03臨床医薬品解析学演習「藤岡クラス」

３年通年 6  2藤岡　稔大
◎－－－　概要　－－－◎

（平成２５年度より履修）
医療の高度化に伴い、診断、治療の臨床分野において様々な先端分析・
解析技術が新たに導入されている。本演習では、汎用される分析・解析
技術に加えて、最先端技術に関して、原理、装置、操作方法、得られる
情報、それらの適用例などを調査させる。同内容に関して、プレゼンテー
ションさせて、質疑応答を行うことにより、発表能力を向上させる。ま
た、研究進捗状況の報告（報告書、発表）を通して、発表能力および論
文作成能力を養う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．生活習慣病に対する効果を示す食品天然物由来医薬品の開発につい
て学び、説明できるようになる。
２．生活習慣病に対する効果を示す食品天然物由来医薬品と医薬品との
相互作用について学び、説明できるようになる。
３．実験に関連する最新の英語論文の研究成果を調査して、説明できる
ようになる。
４．研究成果をまとめて学会などで発表できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

論文紹介や研究発表などの研究室内の発表会および学会における発表に
ついて主に（90％）評価する。その他に、論文作成およびその発表会で
も評価（10％）する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要なときに参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した参考文献について事前に目をとおしておくこと。機器分析に関
する基礎的知識を修得済みの者が望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

(各年度30回/全90回)
第1回～第90回の中で、次の項目に関して実施する。
1.英語論文の紹介
2.論文作成
3.機器分析による構造決定の演習
4.PowerPointを用いた発表
5.ポスターを利用した発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10019-04臨床医薬品解析学演習「安藝クラス」

３年通年 6  2安藝　初美
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）　
　コンピューター・シミュレーションは、分子集団系の微視的な性質を
理論に基づて取り扱くことができる方法論として発展してきた。最近で
は、得られた実験結果がどのような分子論的描像に基づいているのかに
ついて、単なる憶測ではなく、実際に研究者自身が現象を分子の世界か
ら直接“観察”するための分析装置として位置づけられている。ここで
は、コンピューター・シミュレーションを患者にやさしい医薬品製剤を
開発するための研究ツールとして活用できるように、薬物の分子設計、
物性や反応性の予測、分子間相互作用の解析など演習を行う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１.　コンピューター・シミュレーションについて学び、基礎的知識を身
につける。
２.　汎用プログラム（SIGRESS、SPARTAN、Gaussian、MOE、COSMOtherm）
について理解し、それらの適用可能な範囲や信頼性について判断できる。
３.　患者にやさしい医薬品製剤について学び、説明できるようになる。
４.　高齢者医療に向けて、処方薬の使用・服用方法や安全性などを意識
した医薬品の製剤設計について学び、説明できるようになる。
５.　最新論文の研究成果を調査して、説明できる。
６.　研究成果をまとめて発表し、論文を制作できる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

国内外での学会、シンポジウム、討論会における発表について主に（90%）
評価する。その他に、研究室内での研究発表や論文紹介、論文作成につ
いて評価（10%）する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。参考文献は、必要に応じて自ら検索する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

薬学物理化学および熱力学に関する基礎的知識を習得済みのものが望ま
しい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回／全90回）
第1回～第90回の中で、次の項目に関して実施する。
１.　コンピューター・シミュレーション演習
２.　薬物の物性および分子間相互作用についての分子モデ
リング計算
３.　患者にやさしい製剤処方の設計
４.　英語文献の紹介
５.　論文の作成
６. 　ポスターを利用したプレゼンテーション
７.　スライド（PowerPoint）を用いたプレゼンテーション



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10020-01臨床医薬品解析学特別実験「山口クラス」

３年通年 12  2山口　政俊
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　臨床薬学分野における分析科学的ニーズとシーズを調査し、より有用
な分析手法を確立する。
　確立した分析法を実試料に適用し、その有用性を実証する。
　成果を学会発表、学術論文投稿等で広く公開し、アピールする。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

　臨床薬学分野における分析科学的ニーズとシーズを調査し、より有用
な分析手法を確立することができるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　適宜行う実験に関した議論（20%程度）、進捗発表会や学会における
発表態度、内容、質疑応答（20%程度）、投稿した学術論文（20%程度）、
および博士論文（40%程度）を総合的に判断する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　なし。自らが必要な情報を収集する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　臨床薬学分野や生命科学分野全般にわたる基礎的知識と分析科学分野
の一般的知識を習得済みの者が望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回/全180回）
第１回～第180回の中で、次の項目に関して実施する。
１．文献調査（4回）
２．方法論のプラニング（4回）
３．方法論の最適化（8回）
４．分析法バリデーション（8回）
５．実試料への適用（8回）
６．学会発表（8回）
７．特許化（4回）
８．学術論文の作成と投稿（8回）
９．博士論文の作成（8回）



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10020-02臨床医薬品解析学特別実験「能田クラス」

３年通年 12  2能田　均
◎－－－　概要　－－－◎

（平成２５年度より履修）
　様々な先端分析・解析技術が、診断、治療などの臨床分野に導入され、
それらの質的向上に大きく寄与している。本実験では、更なる医療の高
度化、高精度化、高速化、低侵襲化、低コスト化などに寄与しうる分析・
解析法の開発研究を指導する。更に確立した方法論を実用化するために
必要な、実試料への適用、データの検証、研究成果の発表等の指導を行
う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．生活習慣病に対する効果を示す食品天然物由来医薬品の開発と医薬
品との相互作用について説明できるようになる。
２．自ら研究成果を論文としてまとめ発表することができるようになる。
３．自ら研究課題を立案し、実験を展開できるようになる。
４．自ら機器分析のデータを利用して、化合物の構造を決定あるいは推
定することができるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　実験取組（40％）、学会発表（30％）、論文作成とプレゼンテーショ
ン力（30％）を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　特になし。必要な時に参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　指定した参考文献について事前に目をとおしておくこと。機器分析に
関する基礎的知識を修得済みの者が望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

(各年度60回/全180回)
第1回～第180回の中で、次の項目に関して実施する。

1.文献調査
2.方法論のプラニング
3.方法論の最適化
4.分析法バリデーション
5.実試料への適用
6.学会発表
7.特許化
8.学術論文の作成と投稿
9.博士論文の作成



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10020-03臨床医薬品解析学特別実験「藤岡クラス」

３年通年 12  2藤岡　稔大
◎－－－　概要　－－－◎

（平成２５年度より履修）
様々な先端分析・解析技術が、診断、治療などの臨床分野に導入され、
それらの質的向上に大きく寄与している。本実験では、更なる医療の高
度化、高精度化、高速化、低侵襲化、低コスト化などに寄与しうる分析・
解析法の開発研究を指導する。更に確立した方法論を実用化するために
必要な、実試料への適用、データの検証、研究成果の発表等の指導を行
う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．生活習慣病に対する効果を示す食品天然物由来医薬品の開発と医薬
品との相互作用について説明できるようになる。
２．自ら研究成果を論文としてまとめ発表することができるようになる。
３．自ら研究課題を立案し、実験を展開できるようになる。
４．自ら機器分析のデータを利用して、化合物の構造を決定あるいは推
定することができるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実験取組（40％）、学会発表（30％）、論文作成とプレゼンテーション
力（30％）を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要な時に参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した参考文献について事前に目をとおしておくこと。機器分析に関
する基礎的知識を修得済みの者が望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

(各年度60回/全180回)
第1回～第180回の中で、次の項目に関して実施する。
1.抽出分離操作
2.in vitro実験
3.in vivo実験
4.構造決定
5.機器分析
6.研究成果を内容とする論文作成
7.PowerPointを用いた研究成果発表
8.ポスターを利用した研究成果発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10020-04臨床医薬品解析学特別実験「安藝クラス」

３年通年 12  2安藝　初美
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）　
　コンピューター・シミュレーションは、理論と実験の中間に位置する
計算化学である。創薬における薬物分子設計では、分子モデリング計算
により新規薬物を探索し、薬物の熱力学物性を推算する。さらに、薬物
の安定性や吸収性を予測し、作用標的部位における受容体とのドッキン
グもシミュレートする。本実験では、コンピューター・シミュレーショ
ンを活用してプロドラッグの探索および患者にやさしい医薬品製剤の設
計を行い、処方製剤の有効性を実験化学で実証する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１.　汎用プログラム（SIGRESS、SPARTAN、Gaussian、MOE、COSMOtherm）
を理解し、利用できるようになる。
２.　薬物の物性や分子間相互作用について分子モデリング計算ができる
ようになる。
３.　高齢者にやさしい剤形を学び、医薬品としての製剤処方をシミュレー
トできる。
４.　自ら研究課題を立案し、実験を展開できるようになる。
５.　研究成果をまとめて学会で発表し、投稿論文を制作できるようにな
る。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

学会発表（30％）、論文作成（30%）、実験の取り組み（40%）を総合
的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。参考文献は必要に応じて自ら検索する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

薬学物理化学および熱力学物性に関する基礎的知識を習得済みのものが
望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回／全180回）
第1回～第180回の中で、次の項目に関して実施する。

１.　薬物構造および物性に関する分子モデリング計算
２.　薬物分子間相互作用に関する分子モデリング計算
３.　製剤処方における薬物の安定性や結晶形態のシミュレー
ション
４.　高齢者にやさしいプロドラッグや徐放製剤の分子設計
および合成
５.　嚥下障害のある患者向けの経口投与製剤の製剤処方の
構築
６.　処方製剤のin vitro、in vivo実験
７.　コンピューター・シミュレーションによる実験結果の
解析
８.　研究成果に基づいた論文作成
９.　ポスターやPowerPointを用いた研究成果の発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10021-01臨床医薬品化学演習「山方クラス」

３年通年 6  2山方　健司
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　医薬品化学領域に関連した最新の知見についての論文を収集し、紹介
する。さらに、それに基づく発表と討議を通じて、専門的知識やプレゼ
ンテーション能力を身につけるとともに研究の進め方や多様な科学的問
題に対処するための問題解決能力の涵養ををめざす。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．発表や討論を通じて研究者としてのプレゼンテーション能力を身に
つけることができるようになる。
２．研究者としてのコミュニケーション能力を身につけることができる
ようになる。
３．ヘテロ環化合物の構造上の特徴と多様な反応性について説明するこ
とができるようになる。
４．生物活性を示すヘテロ環化合物の全合成について説明することがで
きるようになる。
５．履修者の研究内容に基づいて研究計画を立案できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　演習への出席状況（６０％）および演習でのプレゼンテーションや討
論
の内容（４０％）で評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

適宜必要に応じて文献を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した学術論文を事前に目を通しておくこと。有機化学、医薬品化学
および機器分析学の基礎的知識を修得していることが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度３０回/全９０回）
第１回～第９０回の中で、次の項目について実施する。
１．履修者の研究内容の周辺における最近の研究について紹
介し、討論する。
２．生物活性を示すヘテロ環化合物の全合成に関する最近の
研究について紹介し、討論する。
３．ヘテロ環化合物の環変換反応に関する研究を紹介し、討
論する。
４．縮合ヘテロ環化合物の新たな合成法に関する研究につい
て紹介し、討論する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10021-02臨床医薬品化学演習「金城クラス」

３年通年 6  2金城　順英
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
医薬品化学領域に関連した最近の知見についての論文を収集し、紹介す
る。さらにそれに基づく発表と討議を通じて、専門的知識やプレゼンテー
ション能力を身につけるとともに研究の進め方や多様な科学的問題に対
処するための問題解決能力の涵養をめざす。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1．薬用植物の採集、保存、調製、修治法について学び、説明できるよ
うになる。
2．漢方薬の配合、調製、保存などについて学び、説明できるようにな
る。
3．実験に関連する最新の文献情報を収集・調査し、説明できるように
なる。
4．研究成果をまとめ学会発表、論文投稿できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

研究室内での論文紹介や学会での研究発表など（80％）、論文作成能力
など（20％）を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。適宜、資料を配付する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した資料について事前学習すること。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度30回／全90回）
第1回～第90回の中で、次の項目に関して実施する。
１．天然薬用資源（伝承薬物）の基原と薬効解析法
２．天然薬用資源の鑑別・調製（修治）・保存法
３．漢方方剤（漢方薬）の配合・調製法
４．成分抽出法
５．生物活性による評価法
６．Activity-guided fractionation 法
７．構造決定法
８．構造活性相関解析法
９．作用メカニズム解析法
10．動態解析法
11．研究成果解析法
12．文献情報収集および解析法
13．研究成果発表（プレゼンテーション技術）法
14．研究成果発表（論文投稿）法



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10022-01臨床医薬品化学特別実験「山方クラス」

３年通年 12  2山方　健司
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　生物活性化合物の合理的設計と実践的な合成法の開発研究、天然薬用
資源の探索と評価などに関する研究を行う。また、実験を通じて、研究
に対する考え方、文献検索や調査、研究計画の立案、実験技術、分析デー
タの解析方法などを習得しながら研究者としての総合的な問題解決能力
を育成する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．有機合成化学の実験を安全に行うことができるようになる。
２．研究計画の立案と研究の展開ができるようになる。
３．研究に関連した文献の検索や調査ができるようになる。
４．合成した化合物の機器分析データをもとに、構造を推定することが
できるようになる。
５．ヘテロ環化合物の構造上の特徴や多様な反応性について説明するこ
とができるようになる。
６．研究成果を学会で発表することができるようになる。
７．研究成果を英語の学術論文に投稿することができるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　実験に取組む姿勢や態度（４０％）、実験内容の理解度や実験操作の
習熟度（２０％）、学会発表（２０％）、論文発表（２０％）で総合的
に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　適宜必要に応じて文献を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　有機化学、医薬品化学および機器分析学の基礎的知識を修得している
ことが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度６０回/１８０回）
第１回～第１８０回の中で、次の項目について実施する。
１．基質となるヘテロ五員環化合物（１）の合成
２．（１）の縮合環形成反応
３．（１）の環変換反応
４．（１）の付加-環化反応
５．上記の反応を利用した新規縮合ヘテロ環化合物の合成
６．機器分析データの解析による構造決定
７．反応機構の考察
８．PowerPointによる研究成果発表
９．研究成果の学会発表
１０．研究成果の論文発表



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P10022-02臨床医薬品化学特別実験「金城クラス」

３年通年 12  2金城　順英
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
生物活性化合物の合理的設計と実践的な合成法の開発研究、天然薬用資
源の探索と評価などに関する研究を行う。また、実験を通じて、研究に
対する考え方、文献検索や調査、研究計画の立案、実験技術、分析デー
タの解析方法などを習得しながら研究者としての総合的な問題解決能力
を育成する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１.天然薬用資源から有効成分の分離、構造決定ができるようになる。
２.生物活性測定の他に、ADME（吸収、分布、代謝、排泄）に関するデー
タを収集、解析できるようになる。
３.自ら研究課題を立案し、実験を展開できるようになる。
４.自ら研究成果を論文としてまとめ発表できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実験へ取組む姿勢（50％）、学会発表およびプレゼンテーション能力（40％）、
論文作成能力（10％）を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。適宜、資料を配付する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した資料について事前学習すること。分離法や機器分析法に関する
基礎的知識を修得済みのものが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（各年度60回／全180回）
第1回～第180回の中で、次の項目に関して実施する。
１．天然薬用資源（伝承薬物）の基原と薬効解析
２．天然薬用資源の鑑別・調製（修治）・保存
３．漢方方剤（漢方薬）の配合・調製
４．成分抽出
５．生物活性による評価
６．Activity-guided fractionation
７．構造決定
８．構造活性相関解析
９．作用メカニズム解析
10．動態解析
11．研究成果解析
12．文献情報収集および解析
13．研究成果発表（学会発表）
14．研究成果発表（論文投稿）



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P20001-01実務薬剤学実習

通年 2  1二神　幸次郎、神村　英利、首藤　英樹、山内　淳史
◎－－－　概要　－－－◎

医薬品の適正使用に薬剤師は貢献している。入院患者への服薬指導であ
る薬剤管理指導業務において、薬剤師は入院時の持参薬管理から継続的
服薬指導を行い、退院時の服薬指導を行い薬-薬連携に繋げている。また
治療の質を向上させるには、それぞれの専門職種が協働・連携してチー
ム医療を行う必要がある。チーム医療で重要なことは相互の信頼関係や
情報の共有である。患者中心の薬学的管理を目指したファーマシューティ
カルケアについて指導する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．薬学的管理について説明できる。
２．医療関係者との医薬品に関する情報の共有について説明できる。
３．副作用確認シートを使った効果的な服薬指導における薬学的管理に
ついて説明できる。
４．有効性確認シートを使った効果的な服薬指導による薬学的管理につ
いて説明できる。
５．治療薬物血中濃度モニタリングの臨床現場における有用性評価につ
いて説明できる。
６．薬物治療ガイドラインで推奨されるエビデンスの患者への適応につ
いて説明できる。
７．合理的な薬物療法について説明できる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実習に取り組む姿勢（80％）、口頭による理解状況評価（20％）から総
合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。適宜、資料を配付する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した資料について事前学習すること。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（オムニバス方式/全４５回）
（二神　幸次郎/１５回）
チーム医療における薬学的管理を行う上で、医療関係者との
医薬品に関する情報の共有の在り方について指導する。
（神村　英利/１０回）
副作用ならびに有効性確認チェックシート等を活用した効果
的な服薬指導における薬学的管理について指導する。
（首藤　英樹/１０回）
治療薬物血中濃度モニタリングの臨床現場における有用性評
価を通じて指導する。
（山内　淳史/１０回）
薬物治療ガイドラインで推奨されるエビデンスの患者への適
応が合理的な薬物療法にいかに貢献するか指導する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P20002-01薬剤学実習

通年 2  1加留部　善晴、高田二郎��松永和久
◎－－－　概要　－－－◎

　製剤材料の性質（物質の溶解、分散系、製剤材料の物性）、代表的な
製剤と製剤添加物、製剤化、日本薬局方通則、製剤総則、製剤試験法、
薬物送達等製剤化のサイエンスの講義と実習を行う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1.製剤材料の特性を説明できる。
2.代表的な製剤と製剤添加物、製剤化、薬物送達法を説明できる。
3.日本薬局方通則、製剤総則、製剤試験法を説明できる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　受講態度(50%)や実習態度(50%)について評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　資料を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　事前に配布した資料は目を通しておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（全４５回）
1～10回　日本薬局方の製剤総則、通則及び製剤試験法につ
いて講義と実習を行う。（加留部）
11～14回　物質の溶解（物質の溶解とその速度、物質の溶解
に対する酸塩基反応が果たす役割等）について講義と実習を
行う。（高田）
15～22回　製剤材料の物性（流動とレオロジー、高分子の物
性、粉体の性質、粉末X線回折測定法等）について講義と実
習を行う。（高田）
23～27回　薬物送達システム（DDS、放出制御型製剤、ター
ゲティング、プロドラッグ等）について講義と実習を行う。
（高田）
28～32回　分散系（界面の性質、界面活性剤の種類と性質、
乳剤の型と性質、分散粒子の沈降現象等）について講義と実
習を行う。（松永）
33～40回　代表的な製剤と製剤添加物（固形製剤、半固形製
剤、液状製剤、無菌製剤、エアゾール剤等）について講義と
実習を行う。（松永）
41～45回　製剤化（製剤機械、単位操作を組み合わせての錠
剤の製造、容器や包装等）について講義と実習を行う。（松
永）



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P20003-01医薬品情報学実習

通年 2  1原　周司、片岡　泰文、道具　伸也
◎－－－　概要　－－－◎

医薬品情報は医薬品を適正に使用するために必要な情報であるが、関わ
る範囲が多岐にわたっている。すなわち、医薬品の創製開発、製造、使
用のあらゆる過程において存在する。それぞれの過程における情報の収
集・評価・加工・提供・管理に関する基本的ならびに応用的知識・技能・
態度を習得しなければならない。本実習では先ず、薬剤疫学の種々の研
究法を実践する。次に、医薬品の副作用・相互作用に関する情報収集・
伝達方法を実践し、代表的な医薬品の症例解析を行う。また患者
個別の薬物療法最適化計画も立案する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1. 医薬品の副作用・相互作用に関する情報収集・伝達方法を学習し、
その実践としての副作用モニタリング法を代表的な医薬品の症例解析を
行うことができるようになる。
2. 臨床研究や薬剤疫学（メタ解析、介入研究、観察研究）からEBMの
収集・解析・評価ができるようになる。
3. 薬物療法の個別最適化に関する情報収集方法とその解析法を学習
し、演習として患者個別の薬物療法最適化計画を立案できるようになる。。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実験取組（60%）、プレゼンテーション（30%）、実験ノート作成（10%）
を総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要な時に参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した実験内容を事前に目を通しておくこと。それに対し、前もって
調べておく。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（全45回）
第1回～第45回の中で、次の項目に関して実施する。
1.医薬品の副作用・相互作用に関する情報収集・伝達方法（片
岡　泰文／15回）
2. 臨床研究や薬剤疫学からEBMの収集・解析・評価（原
　周司／15回）
3. 薬物療法の個別最適（道具　伸也／15回）



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P20004-01薬理学実習

通年 2  1岩崎　克典、高野　行夫、三島　健一、小山　進
◎－－－　概要　－－－◎

高齢化社会の到来により、生活習慣病を背景とする様々な疾患の罹患率
が増加の一途を辿っている。中でも認知症罹患者数の増加は介護者の負
担の面からも社会問題になりつつある。本実習では、このような高齢者
医療に用いる薬剤について創薬の観点から基礎的実験を行う。各種疾患
の動物モデルを用いて疾患の発症機序ならびに治療薬の作用機序につい
て、行動薬理学的ならびに神経化学実習を行う。特に実験計画の設計、
実験の展開法、データの解析ならびにプレゼンテーションなどについて
実験を通して学習する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１． 加齢に伴う疾患の中でも、特に糖尿病、高脂血症の合併が中枢
神経系疾患にどのような影響を及ぼすかを文献から、また実際のモデル
動物について学ぶことにより、創薬に発展させるにはどのような手段が
必要かを概説できるようになる。
２． 薬物の薬効評価を行うには、どのような実験計画が必要で、ど
のように実験を進めることが必要かを考え、それを説明できるようにな
る。
３． 行動薬理学実験の結果を解析するための統計処理法を学び、エ
ビデンスを概説できるようになる。
４． 研究成果をまとめて理解の得られるプレゼンテーションができ
るようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

英文論文抄読会での関連論文の紹介（50％）や実験報告会での研究成果
の発表(50％)を中心に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。担当する研究内容に関する最新論文を紹介あるいはプリント
を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

研究内容について、それを開始する前に関連論文を読み、効率よく実験
が出来る準備をしておくことが重要である。関連の文献、博士論文、修
士論文などを紹介するので読んでおくことが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（全４５回）
岩崎　克典／１２回
アルツハイマー病、うつ病、統合失調症などの精神疾患の発
症機序ならびに病態モデルを用いた新薬開発に関する基礎的
実験を行う。

高野　行夫／１１回
痛みやてんかんの疾患モデル動物を用いて、病態の仕組みを
理解し適切な薬物治療を調べる。得られた成果から、疾患に
対する薬物の作用機序と副作用について考察する。

三島　健一／１１回
脳血管障害や薬物依存などの脳機能障害の発症機序に関する
行動薬理学・神経 薬理学的基礎実験を行う。

小山　進／１１回
肥満、2型糖尿病モデル動物から脳スライス標本を作製し、
代謝疾患が中枢神経に及ぼす影響を電気生理学的、薬理学的
に検討する。

◎－－－　URL　－－－◎

薬学部臨床疾患薬理学教室HP
(http://www.pha.fukuoka-u.ac.jp/user/ohyaku/web/)



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P20005-01バイオ実習

通年 2  1見明　史雄、鹿志毛　信広、中島　学、遠城寺　宗近
◎－－－　概要　－－－◎

医薬品の分野に新たに導入された生物学的製剤は、その画期的な効果が
数多く認められてきた。この生物学的製剤の開発には、さまざまな情報
と技術の習得が必須であり、遺伝子組換え技術はその根幹をなす。進歩
が著しいこの分野、いわゆるバイオの分野では、遺伝子・タンパク質・
微生物・植物・株化細胞などに関する幅広い知識の吸収と基礎技術の習
得は必須項目である。バイオ実習では、遺伝子と微生物・株化細胞・実
験動物の取り扱いに関する基礎技術を再確認し、さらに遺伝子診断など
への基礎的応用を目指す。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

研究の遂行して必要な実験基礎技術を修得する。
疑問点を見つけ、積極的に、討論へ誘導できる姿勢を作る。
関連分野の論文、資料を調べ、医薬品開発の動機を見いだす。
実験と検証を行う。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

実習内容に関する討論(80%)とレポート(20%)

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

遺伝子治療、ワクチン開発に関する原著論文など

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

各人の疑問点を見つけ、討論へ話題提供を行って欲しい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（オムニバス方式/全４５回）
（鹿志毛　信広/１１回）
核酸・タンパク質の検出と定量の基本と重要点とコツを実習
指導する。
（中島　学/１１回）
薬学関連in vitro実験で頻繁に用いられる株化培養細胞の継
代手技やヒト末梢血リンパ球の分離と培養に関する基本的手
技、および薬物等による刺激を用いた実験の実際について実
習指導する。
（見明　史雄/１２回）
研究で微生物を取り扱うための基礎知識と技術の習得と確認
をする。
（遠城寺　宗近/１１回）
薬学関連in vivo実験で頻繁に用いられる動物であるマウス
の飼育維持と臓器や血液の採取方法などの基本手技、および
薬物等の投与による効果解析の実際について実習指導する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P20006-01生化学実習

通年 2  1添田　秦司、山野　茂、松末　公彦、本田　伸一郎、小迫　知弘��　
◎－－－　概要　－－－◎

　生命活動の複雑な事象をどこまで分子のレベルで説明できるかを追求
するのが生化学である。生化学の考え方や手技は、病態の理解、疾病の
予防・治療、さらには、医薬品の開発などにとっても重要である。専修
科目として医療薬学や創薬科学を志す学生にも、本実習を履修すること
によって、ライフサイエンス研究の基礎となる科学的思考法と手技を体
得させる。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

授業計画に掲げられたような組織・細胞培養の基本的手技、細胞毒性や
遺伝子およびタンパク質発現の解析法などを修得し、疾患発症メカニズ
ムの解明を実践できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

各授業項目で学ぶ実験技術の習熟度を客観的に評価・採点する（80%）
とともに、その実験技術をいかに応用できるかを評価する（20%）。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要なときに参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した実験技術書や文献については、事前に目を通しておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（全４５回）
第1回̃第45回の中で、次の項目に関して実験し、その技術を
修得する。

１.生体成分及び培養細胞を材料に用い、生化学的研究を行
うために必要な基礎的実験技術や考え方を習得し、疾患発症
のメカニズムを理解できるようになる（添田/5回）
２.化学物質や酸化ストレスなどに対する細胞応答に関して、
細胞毒性およびタンパク質・遺伝子発現量の解析法を修得し、
実践できるようになる（山野/11回）
３.動物組織・培養細胞からの試料の調製法や、タンパク質・
核酸の基本的な取扱方法、機能解析法を修得し、実践できる
ようになる（本田/12回）
４.疾病発症に関与する細胞内シグナル因子の単離、及びそ
の発症機構を解明するための分子生物学及び生化学的手法を
修得し、実践できるようになる（松末/12回）
５. 生体成分の分離・定量や遺伝子操作の手技を習得し、
データ解析能力を養うことによって研究を遂行できるように
なる（小迫/5回）



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P20007-01医薬品合成実習

通年 2  1山方　健司、金城　順英、丸岡　博、大川　雅史
◎－－－　概要　－－－◎

　医薬品創製、生物活性天然有機化合物の合成、生命現象の解明など薬
学領域の研究に合成技術の進歩が果たす役割は極めて大きい。本実習で
は、初歩的な反応から最先端の反応までを組み合わせて標的化合物を合
成する実験操作を習得するとともに分離・精製方法や各種スペクトルを
用いた構造解析について学ぶ。また、天然資源をもとに開発された医薬
品が約６割を占める現在でも、生体分子に対し新たな作用機序を有する
新薬が求められている。伝統的な手法に則り、基礎的手法を学ぶ。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．化学薬品を安全に取扱うことができるようになる。
２．安全に実験を行うための基本的知識と実験操作の技術を習得するこ
とができる。
３．有機化合物の分離・精製ができるようになる。
４．天然有機化合物の構造解析ができるようになる。
５．生薬中の目的成分に応じた抽出ができるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　原則として、実習への出席状況（８０％）およびレポート（２０％）
で評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　必要に応じてプリントを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　指定した参考文献について、事前に目をとおしておくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（オムニバス方式/全４５回）
（金城　順英/１１回）
生物活性測定法、Activity-guide　fractionationと成分分離法、
活性本体構造決定法を学ぶ。
（山方　健司/１２回）
医薬品を合成する上で必要となる合成素反応を、反応試剤の
選択、反応機構、立体選択性などの観点から理解した後、そ
れらを組み合わせた標的化合物の合成法を学ぶ。
（大川　雅史/１１回）
各種古典をもとに、まず伝承薬物調査を行う。次に最適な採
集時期などの採集法や目的成分に応じた抽出法を学ぶ。
（丸岡　博/１１回）
糖尿病、悪性腫瘍、真菌症などの治療薬開発を指向した新規
分子設計に関する研究の一環として、基質となる化合物の合
成法を学ぶ。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P20008-01医薬品分析実習

通年 2  1山口　政俊、安藝　初美、能田　均、藤岡　稔大、吉田　秀幸
◎－－－　概要　－－－◎

　医薬品の分析は、医薬品の適正使用、診断、予後管理などの臨床現場、
医薬品の開発、生産、品質管理などの創薬現場をはじめとして、広く生
命科学研究においても必須の方法論である。薬学分野で汎用される分析
法を実習し、分析科学に関する基礎を理解することは、以降、本課程に
おいて各自が行う特別実験をより正確・精密に実施し、データを妥当に
評価することが容易なものとなる。本実習では、授業計画に示す項目に
ついて、測定機器の原理・操作を理解させた後、分析法の選択、分析法
の最適化、データ採取・評価法を修得させる。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

　臨床薬学に関する様々な実験系や分析法・分析機器の原理や操作を概
説できる。
　計測対象に則した実験系・分析法を選択し、必要なデータを獲得でき
る。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　実習に取り組む態度や姿勢（60%程度）、実習テーマに関する知識と
技能（20%程度）、実習内容の理解度（20%程度）などを考慮し、総合
的に判断する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　テキストを購入する必要はない。適宜、論文などを指示する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　臨床薬学分野および生命科学分野の全般にわたる基礎的知識と分析科
学分野に関する一般的知識を習得済みの者が望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（全４５回）
1. 医薬品製剤中の薬物や添加物の熱的挙動についてDSCお
よびDTA-TGを実習し、品質管理における熱分析の有用性を
理解する。（安藝／9回）

2. 吸光光度法、蛍光分析法などの光分析法を概説し、モデ
ル薬物の分析を行う。また、誘導体化などの前処理を実習す
る。（能田／9回）

3. 生活習慣病に対する効果の評価法として、酵素阻害活性
等を測定するin vitro実験を体験する。（藤岡／9回）

4. 液体クロマトグラフィーの分離機構、装置、操作を総括
し、分離モードや分離条件の最適化を実習する。（山口／9
回）

5. 液体クロマトグラフィーにおける検出装置を概説し、モ
デル薬物について数種の検出法を比較して、特徴と適用性を
実習する。（吉田／9回）



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P30001-01最新薬剤学特論

前期 2  1片岡　泰文、加留部 善晴、高田 二郎、道具 伸也
◎－－－　概要　－－－◎

医薬品の効果と安全性の予測と制御は、開発の効率化および適正使用の
実現において重要な目的となっている。この目的を達成するべく、薬物
動態学と製剤設計学を主軸とする薬剤学は飛躍的な発展を遂げている。
抗体医薬、遺伝子医薬の登場・普及には、この分野の進展が成否の鍵を
握るといっても過言ではない。また薬学特有の学問分野として、薬剤師
および薬学研究者の知識の礎となる分野でもある。本特論では、製剤設
計学および薬物動態学の基礎から最新の研究事例を紹介し、薬剤学的視
点による考察力の醸成を目的とし、各分野の専門家による講義を行う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．薬物動態研究の現状・トピックスについて説明できる。
２．製剤設計による薬物動態の制御法を説明できる。
３．薬物送達システム（DDS）の手法を列挙し、説明できる。
４．血液脳関門の薬物脳移行性制御機構を説明できる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

討議やプレゼンテーションなどの授業態度（８０％）およびレポートな
ど（２０％）により，総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

各回で必要な資料、参考文献を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

薬物動態学、製剤設計学の基礎知識を復習しておくことが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（オムニバス方式/全15回）
１．医薬品の効果および安全性予測における薬物動態研究の
最新知見について概説する。（片岡泰文/3回）
　　　　　　　　　　　　
２．薬物の物理化学的特性や生物学的性質に基づく体内動態
を考慮した製剤設計について概説する。（加留部善晴/4回）
　　　　　
　　　　　　　　　　　
３．薬を効果的に作用させるための投与経路と薬物送達シス
テム(DDS)及び製剤評価法について概説する。（高田二郎/4
回）
　　　　　　　　　　　　
４．薬物動態の中で特に薬物の脳移行性に焦点を当て、血液
脳関門の生理・病態生理を概観し、医薬品の血液脳関門に対
する作用とその脳移行性について概説する。（道具伸也/4回）
　　　　　　　　　　　　



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P30002-01医薬品管理・情報学特論

前期 2  1原　周司、神村　英利、松永　和久
◎－－－　概要　－－－◎

近年、種々の分子標的医薬品の開発などのより医薬品をめぐる状況は大
きく変化してきた。標的分子の遺伝的変異等による医薬品の無効や逆に
致死的な副作用の発現など、オーダーメイド医薬品の登場である。的確
な診断（遺伝子等を含む）に基づき、患者の疾病に最適な医薬品を選択
し、適切な用法・用量を決定して実施されなければならない。しかし、
実施後も効果や副作用に関して十分に評価され、処方にフィードバック
されなければならい。これには、最新の情報の収集・評価・提供が不可
欠である。本特論では、これらについて基本的なことから講義を行う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1. 添付文書の記載内容を理解し、患者服薬指導へのフィードバックを
行うことができるようになる。
2.　医療現場における医薬品管理・医薬品情報提供の実際を説明できる
ようになる。
3. 医療現場におけるEBMの実践例を発表できるようになる。
4. 副作用の予見法を理解し、化学構造式・生化学的データ等を利用
し、実際例を説明できるようになる。
5. 医薬品情報の検索・分類・評価法を、実際にパソコンを利用し
て行うことができるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

課題レポートの評価（60%）、取組・発表の評価（40%）。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特になし。必要な時に参考文献などを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

指定した課題について事前に目を通しておくこと。分からない専門用語
等は事前に調べておくことが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（全15回）
第1回～15回の中で、次の項目に関して実施する。
1. 添付文書の記載内容の理解とフィードバック
2. 医薬品管理・医薬品情報提供の実際
3. EBMの実際例（１～３：神村　英利／5回）
4. 副作用の予見法（原　周司／5回）
5.  医薬品情報の検索・分類・評価法（松永　和久／5回）



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P30003-01臨床開発薬学特論

前期 2  1二神　幸次郎、首藤　英樹、山内　淳史
◎－－－　概要　－－－◎

新GCPを遵守し、科学的で信頼性の高い治験が実施されている。治験や
臨床研究の中心的役割を担う治験中核病院や治験拠点医療機関が整備さ
れ、国際共同治験や医師主導治験が行われている。薬剤師は治験事務、
治験薬管理、治験コーディネーター（CRC）として、一方、開発業務受
託機関（CRO）や治験実施施設支援機関（SMO）で治験に貢献している。
医薬品の臨床開発薬学を理解するには、臨床研究における薬剤師の役割、
臨床試験の計画、トランスレーショナルリサーチについて基本を知る必
要がありこれらを中心に講義を組み立てる。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．臨床研究について医師主導、企業主導の違いを知り説明できる。
２．治験事務局、治験コーディネーターの役割について知り、治験実施
体制を説明できる。
３．医薬品の審査プロセスを説明できる。
４．新薬臨床評価ガイドラインを知り、治験実施計画の概要を説明でき
る。
５．医薬品開発における薬物動態試験の位置付けや意義を説明できる。
６．ブリッジング試験と国際共同治験の概要を説明できる。
７．臨床試験データの評価法を説明できる。
８．ブリッジング試験について、概要を説明できるようになる。
９．トランスレーショナルリサーチの重要性を認識できるようになる。
10．治験の重要性を知り説明できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

授業に取り組む姿勢（80％）、口頭による理解状況評価（20％）から総
合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

授業の都度、講義の要点や事例を記載した資料を配布する。
臨床試験の進め方/9784524238422
CRCテキストブック第2版/9784260004343
新薬臨床評価ガイドライン2006/9784840809221

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

新GCPに関する基礎的知識を有していることが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（オムニバス方式/全１５回）
（二神　幸次郎/５回）
医療機関で薬剤師が担う治験事務、治験薬管理、CRC、デー
タマネジャーの仕事ならびに治験審査委員会を通じて薬剤師
の側から臨床研究について概説する。
（首藤　英樹/５回）
臨床研究の実施計画の組み立てについて、製薬企業や行政の
側から概説する。
（山内　淳史/５回）
トランスレーショナルリサーチを通じて医師の側から臨床研
究について概説する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P30004-01先端薬理学特論

前期 2  1高野　行夫、岩崎　克典、遠城寺　宗近、小山　進、三島　健一
◎－－－　概要　－－－◎

　古代ギリシアの時代から、植物や動物の成分を疾患に適用する薬物治
療が行われてきた。今日でも、薬物治療は疾患治療の主要な手段である。
そこで先端薬理学特論では、代表的な疾患に焦点を当てて、その発症機
序、症例ならびに薬物治療について考察する。さらに、実際的な処方例
をとりあげて個々に検討する。加えて、最新の医学的情報や治療法また
現時点でのくすりの効果・副作用、社会的な問題点なども考察する。ま
た予防的な面をも教授する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．代表的な疾患について知り、その発症機序、症例ならびに薬物治療
について説明できるようになることを目的とする。

２．実際的な処方例をとりあげて個々に学び、加えて、最新の医学的情
報や治療法また現時点でのくすりの効果・副作用、社会的な問題点など
も考察することにより、実際の現場で応用できるようになることを目標
とする。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

〇　論文等を検索し、レポートとして提出する（６０％）。
〇　与えられた課題について、調べ、発表する（２０％）。
〇　その他に、授業での質疑・応答（２０％）

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

特に指定しない。必要に応じて、参考文献や資料を配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

良く準備して、講義の時に質疑・応答に積極的に参加すること。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（オムニバス方式/全１５回）
（岩崎　克典/３回）　アルツハイマー病、うつ病、統合失
調症などの精神疾患の治療の最前線について創薬の立場から
講義を行う。

（高野　行夫/３回）糖尿病と神経因性疼痛、およびその仕
組みについて、最新の知見を教授する。痛みの緩和治療のた
めの有効な治療法を考察する。てんかんの病態と治療薬開発
に向けた研究を講義する。

（遠城寺　宗近/３回）今後のＣ型肝炎治療について、新規
治療薬・治療法および治療効果に関与する患者側、ウイルス
側の要因について概説する。肝癌治療のガイドラインを示し、
内科的治療の現状と将来について開発中の治療を含めて概説
する。肝臓における脂質代謝と各種肝疾患との関連について
最新の知見を提示し、今後の治療の方向性を考察する。

（小山　進/３回）インクレチン関連薬の薬理作用と、処方
の実際、副作用への対処について学ぶ。外来診療における持
効型インスリン製剤と経口血糖降下薬の併用療法（basal-supported
oral therapy）の実際について学ぶ。大規模疫学調査から既
存の経口血糖降下薬の利点・欠点を検討し、よりよい処方の
可能性に関して学ぶ。

（三島　健一/３回）脳血管障害や薬物依存などの脳機能障
害の発症機序ならび新薬開発の状況について講義する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P30005-01先端生命科学特論

後期 2  1添田　秦司、見明　史雄、中島　学、鹿志毛　信広、本田　伸一郎、小迫　知弘����
◎－－－　概要　－－－◎

ヒトゲノムの概要が2001年に発表されて以降、限られた遺伝子数（ゲノ
ミクス）から多様なタンパク質の世界（プロテオミクス）が生み出され
る事が明らかになった。この多様性を生み出すのがタンパク質をコード
しないRNAの働きであり、この「RNA新大陸」の発見によって今後新た
な生命観が構築されると予測される。このような生命科学領域での相次
ぐエポックメーキングな発見を念頭に置き、本特論では、がん、生活習
慣病、感染症、免疫疾患などに関する最先端事例を紹介し、新たな治療
法や治療薬開発の可能性について討論も交えて講義を行う。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

本特論で紹介されるがん、生活習慣病、感染症、免疫疾患などに関する
最先端事例を理解し、新たな治療法や治療薬開発の可能性について討論
できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

授業への出席状況および受講態度（80%）と討論や課題レポートの提出
（20%）を求める場合もあり、これらを総合的に評価する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

授業は主にパワーポイントを用いて行い、適宜そのレジュメを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

がん、生活習慣病、感染症、免疫疾患などに関する基礎知識を修得して
おくことが望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（オムニバス方式/全１５回）
１.近年、再注目されている自然免疫系に焦点をあて、粘膜
における感染防御とその臨床応用に関する話題を概説する（鹿
志毛/3回）
２.老化・寿命制御に係る根本的メカニズムの解明は神経変
性疾患、がんや生活習慣病などの普遍的予防につながる可能
性がある。老化・寿命研究の潮流を紹介するとともに、がん
や生活習慣病の新たな治療薬開発の可能性について概説する
（添田/1回）
３.免疫系は常に変動しており、疾患の発症や病気の進行と
深い関わりがある。この免疫系と疾患の関連性について、主
として分子生物学的な最新の情報を紹介するとともに、その
治療法への応用を講義する（中島/3回）
４.新興感染症・再興感染症の病原体に関して、種類・特徴・
感染症の対策について講義する（見明/3回）
５.シグナル伝達や転写制御に関与する因子の解析を通じて、
種々の疾患の病態発生メカニズムと治療薬開発の可能性につ
いて講義する（本田/3回）
６.生命の維持に重要な恒常性は、物質代謝によって生み出
されたエネルギー活動によって維持されている。疾病におけ
る分子・細胞レベルの物質代謝とエネルギー代謝の相関を概
説するとともに、エネルギー代謝を標的とした種々の疾患の
予防・治療法のついて講義する（小迫/2回）



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P30006-01創育薬科学特論

後期 2  1山方　健司、金城　順英、藤岡　稔大、丸岡　博、大川　雅史
◎－－－　概要　－－－◎

　薬学系独自の特色ある創育薬科学研究を展開するには、その基盤とな
る分野（合成化学、医薬品化学、天然物化学、生薬学あるいは高精度分
析法など）に対する深い理解が不可欠である。本特論では、創育薬科学
領域のそれぞれの分野における研究を紹介し、生物活性物質の分離・精
製、構造解析、スクリーニング、反応、合成、生合成などに関する最新
の知識の習得および臨床試験、薬理研究をもとに、漢方薬の薬７割に配
合される甘草の主成分でもあり、かつ肝庇護薬・SNMCの主薬でもある
グリチルリチンの分子レベルでの作用機序の解明をめざす。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．グリチルリチンの作用機序について説明できるようになる。
２．逆合成解析について説明できるようになる。
３．核磁気共鳴スペクトルおよび質量分析法による医薬品の構造解明に
ついて説明できるようになる。
４．創薬リード化合物の分子設計などについて説明できるようになる。
５．医薬品創製の手順について説明できるようになる。
６．生体において、薬が受容体や酵素などとどのように相互作用するの
かを、構造式で説明できるようになる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　平常点で評価する。平常点については、授業態度や出席状況も考慮す
る。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　必要に応じてプリントを配布する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　事前に配布した参考文献を読んでおくこと。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（オムニバス方式/全１５回）
（金城　順英/３回）
臨床試験、薬理研究結果をもとに、現在まで判明しているグ
リチルリチンの作用機序について講義する。
（藤岡　稔大/３回）
創育薬において不可欠な医薬品の構造解明について、核磁気
共鳴スペクトル法および質量分析法による検討を行う。
（山方　健司/３回）
最新の論文から生物活性天然物の全合成を題材として、逆合
成解析、反応試剤の選択、反応条件の設定などについて講義
する。
（大川　雅史/３回）
漢方薬において、甘草が君薬あるいは使薬となる処方例をも
とに、グリチルリチンが主体となる作用について講義する。
（丸岡　博/３回）
新薬の開発研究において鍵となるリード化合物の創出、およ
び生体内分子と反応する医薬品について講義する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P30007-01レギュラトリーサイエンス特論

後期 2  1山口　政俊、安藝　初美、能田　均、山野　茂、松末　公彦、吉田　秀幸
◎－－－　概要　－－－◎

　レギュラトリーサイエンスは『評価科学』と訳される。平成2年の厚
生白書には『レギュラトリーサイエンスとは、科学と人間との調和を図
る科学、言わば人間の立場に立った科学技術のコンダクターとしての役
割を持つ科学』と説明されている。医薬品に関しては、その有効性や安
全性についての評価方法を科学的見地から構築する学問とも言える。こ
の学問は、医薬品分野のみならず、広く科学全般に関与するもので、生
活衛生全般とも密接に関わる。この特論では、薬学関連の諸分野の立場
からレギュラトリーサイエンスを講義し、ややもすれば曖昧で誤解され
がちな学問の全体像を明確に把握させ、自らの研究に反映させる。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

　臨床薬学分野におけるレギュラトリーサイエンスを概説できる。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　特論に取り組む態度や姿勢（出席状況を含む）（60%程度）、特論内
容の理解度（40%程度）などを考慮し、総合的に判定する。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　テキストを購入する必要はない。適宜、論文等を指示する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

　臨床薬学分野および生命科学分野の全般にわたる基礎的知識を習得済
みの者が望ましい。

◎－－－　授業計画　－－－◎

（オムニバス方式/全１５回）
1. レギュラトリーサイエンスに基づく「患者に優しい医薬
品製剤」および「医療従事者に優しい医薬品製剤」について
概説する。（安藝／3回）

2. 医薬品開発におけるレギュラトリーサイエンス：創薬研
究から臨床応用の各段階におけるICHほかの諸規制について
概説する。（能田／2回）

3. レギュラトリーサイエンスと科学との関係について概説
する。また、自分の研究におけるレギュラトリーサイエンス
を議論する。（山口／3回）

4. 化学物質の毒性試験法、安全性評価、法規制について学
習し、科学的根拠に裏打ちされた化学物質のリスクコントロー
ルについて議論する。（山野／3回）

5. 食品は我々の健康と密接に関連しており、食品の有効性
および安全性の評価は重要な課題である。本講義では、わが
国における食品の有効性および安全性について議論する。（松
末／2回）

6. 医薬品開発におけるレギュラトリーサイエンス：創薬分
野へ導入されつつある新しい分析法の特徴を概説する。（吉
田／2回）



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P40001-01医療薬剤師養成プラン

３年通年 4  2能田　均、藤岡　稔大、高田　二郎
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　高度化した 医療を担う薬剤師は、自らの専門分野のみならず、関連
分野を初めとした医療・生命科学に関する総合的な理解によって、高い
専門性を発揮して医療に貢献することが可能となる。
　本科目では、所属研究室や専門分野の枠を超えた幅広い研究活動を評
価する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．自らの研究分野のみならず、医療全般に関心をもつことができる。
２．関連学会で、自分の研究を発表し、質疑応答できる。関連する研究
者と議論、情報交換できる。
３．廻りの医療従事者と適切にコミュニケーションがとれ、必要な情報
を交換することができる。
４．投稿論文を作成し、投稿から掲載までの処理ができる。（できるだ
け、英語論文を作成し、海外の雑誌に投稿する）

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　研究活動には、国際・国内学会での発表、学術論文の投稿、学会等（研
修会，症例検討会などを含む） への参加、中間成果発表会への参加な
どがある。
　一定のポイント数を獲得した学生に対して、そのポイント数、習熟度、
理解度などに応じて研究科長、学務委員、及び大学院委員が評価して単
位を認定する。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

１．自分の専門のみでなく、広い分野の研究に興味をもつことを心がけ
る。
２．英語の学術論文をよく読み、かつ実験ノートも英語を使うよう心が
ける。

◎－－－　授業計画　－－－◎

　研究活動には、例として、下記のような活動が考えられる
ので、適宜参加して指導教員に報告する。
　各活動のポイント数、単位化に必要なポイント数など詳細
は、説明会及びポータルにて通知する。

１．研究の成果を学会で発表する。同時に関連研究の動向等
を調査し、情報を交換する。
２．投稿論文を作成し、投稿する。
３．症例検討会など医療現場のミーティングで発表または意
見交換する。
４．オーガナイザーとなり、シンポジウム、ゼミ等を主催ま
たは共催する。
５．学会主催の活動（講習会、講演会など）にスタッフとし
て参加する。
６．中間成果発表会（研究科主催）にて発表する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P40002-01薬学研究者養成プラン

３年通年 4  2能田　均、藤岡　稔大、高田　二郎
◎－－－　概要　－－－◎

（平成25年度より履修）
　薬学は極めて広範囲な学問分野を包括する学問である。従って、薬学
研究者は、自らの専門分野のみならず、広く自然科学・生命科学に関す
る総合的な理解することにより、その専門性を更に高め、独創的な研究
を展開することが可能となる。
　本科目では、所属研究室や専門分野の枠を超えた幅広い研究活動を評
価する。

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

１．自らの研究分野のみならず、薬学･生命科学全般に関心をもつこと
ができる。
２．関連学会で、自分の研究を発表し、質疑応答できる。関連する研究
者と議論、情報交換できる。
３．投稿論文を作成し、投稿から掲載までの処理ができる。（できるだ
け、英語論文を作成し、海外の雑誌に投稿する）

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

　研究活動には、国際・国内学会での発表、学術論文の投稿、学会等へ
の参加、シンポジウム、ゼミの主催(参加)、中間成果発表会への参加な
どがあり、その難易度に応じてポイントを付加して、評価基準とする。
　一定のポイント数を獲得した学生に対して、そのポイント数、習熟度、
理解度などに応じて研究科長、学務委員、及び大学院委員が評価して単
位を認定する。　

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

１．自分の専門のみでなく、広い分野の研究に興味をもつことを心がけ
る。
２．英語の学術論文をよく読み、かつ実験ノートも英語を使うよう心が
ける。

◎－－－　授業計画　－－－◎

　研究活動には、例として、下記のような活動が考えられる
ので、適宜参加して指導教員に報告する。
　各活動のポイント数、単位化に必要なポイント数など詳細
は、説明会及びポータルにて通知する。

１．研究の成果を学会で発表する。同時に関連研究の動向等
を調査し、情報を交換する。
２．投稿論文を作成し、投稿する。
３．オーガナイザーとなり、シンポジウム、ゼミ等を主催ま
たは共催する。
４．学会主催の活動（講習会、講演会など）にスタッフとし
て参加する。
５．中間成果発表会（研究科主催）にて発表する。



開講年次：期別： 単位数：

2012-J040P50001-01論文審査及び最終試験

通年 0  4能田　均
◎－－－　概要　－－－◎

　博士の学位は、通常、博士課程に４年以上在籍して所定の単位を修得
したものに授与されるが、博士論文ならびに最終試験合格が必須要件と
なる。
　学長が受理した博士論文は、薬学研究科通常委員会にその審査が付託
される。通常委員会は、審査委員を定めて博士論文の審査および最終試
験を行う。
　最終試験は、論文に関する口頭試問ならびに公聴会にて口頭発表し、
質疑応答のかたちで行う。　

◎－－－　授業の到達目標等　－－－◎

1.　自分の研究とそのグローバルな位置づけを十分に理解し、整合性の
とれた博士論文を作成することができる。
２．自分の研究について、分かりやすく、説得力のある発表ができる。
３．発表の口頭試問において、適切に理解し、質疑応答ができる。
４．薬学分野における問題点を見いだし、それを解決することができる
専門性と適応性を身につける。

◎－－－　成績評価基準及び方法　－－－◎

博士論文の審査委員は、指導教授を主査とし、副査として薬学研究科所
属の論文指導教授２名以上がこれに加わる。必要であれば、学内の他の
研究科教育職員または学外者を副査として協力を得る事ができる。
　最終試験は、論文提出者の研究成果を確認する目的で口頭または筆答
で行う。
　博士論文の審査ならびに最終試験の結果、専攻分野において自立した
研究活動が行え、高度の研究能力およびその基礎となる学識をもつと認
められた者を合格とする。

◎－－－　テキスト及び参考文献　－－－◎

　自分の研究に関連する文献を調査し、整理しておく。

◎－－－　履修上の留意点 、準備学習等　－－－◎

１．関連する博士論文を読み、論文の構成、作成の方法をイメージして
おく。
２．研究の目的（到達点）や博士論文を意識しながら、実験を計画、実
施、考察する。
３．定期的に博士論文のもとになる研究報告を作成し、指導教員他と議
論する。

◎－－－　授業計画　－－－◎

論文審査及び最終試験に関するスケジュールは次のようにな
る。

１．学位申請論文の作成
２．学位申請論文および必要書類提出
３．学位論文事前審査
４．審査委員による論文審査
５．公聴会 （口頭発表と質疑応答）
６．合否判定



別記様式第２号（その２の１） 
教育課程等の概要 （薬学研究科薬学専攻） 科目 区分 授業科目の名称 配当年次 単位数 授業形態 専任教員等の配置 備考 必 修 選 択 自 由 講 義 演 習 実験・実習 教 授 准教授 講 師 助 教 助 手 

専
 
修

 
科

 
目

 

臨床副作用学演習 2～4通  6   ○  1      臨床副作用学特別実験 2～4通  12    ○ 1      臨床薬剤学演習 2～4通  6   ○  1      臨床薬剤学特別実験 2～4通  12    ○ 1      臨床薬物治療学演習 2～4通  6   ○  1      臨床薬物治療学特別実験 2～4通  12    ○ 1      医薬品情報学演習 2～4通  6   ○  1      医薬品情報学特別実験 2～4通  12    ○ 1      薬学疾患管理学演習 2～4通  6   ○  1      薬学疾患管理学特別実験 2～4通  12    ○ 1      製剤設計学演習 2～4通  6   ○  2      製剤設計学特別実験 2～4通  12    ○ 2      臨床疾患薬理学演習 2～4通  6   ○  1      臨床疾患薬理学特別実験 2～4通  12    ○ 1      病態機能解析学演習 2～4通  6   ○  1      病態機能解析学特別実験 2～4通  12    ○ 1      臨床生化学演習 2～4通  6   ○  4      臨床生化学特別実験 2～4通  12    ○ 4      臨床医薬品解析学演習 2～4通  6   ○  4      臨床医薬品解析学特別実験 2～4通  12    ○ 4      臨床医薬品化学演習 2～4通  6   ○  2      臨床医薬品化学特別実験 2～4通  12    ○ 2      小計（22 科目）   198     19      
基

 
礎

 
実

 
習

 

実務薬剤学実習 1通  2    ○ 2 2    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 薬剤学実習 1通  2    ○ 2 1    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 医薬品情報学実習 1通  2    ○ 2 1    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 薬理学実習 1通  2    ○ 2 2    ｵﾑﾆﾊﾞｽ バイオ実習 1通  2    ○ 3 1    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 生化学実習 1通  2    ○ 2 3    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 

yakugaku
テキスト ボックス
資料②



 科目区分 授業科目の名称 配当年次 単位数 授業形態 専任教員等の配置 備考 必 修 選 択 自 由 講 義 演 習 実験・実習 教 授 准教授 講 師 助 教 助 手  (基礎実習) 医薬品合成実習 1通  2    ○ 2 2    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 医薬品分析実習 1通  2    ○ 4 1    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 小計（8 科目）   16     19 13     

特
 
修

 
科

 
目

 

最新薬剤学特論 1前  2  ○   3 1    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 医薬品管理・情報学特論 1前  2  ○   2 1    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 臨床開発薬学特論 1前  2  ○   1 2    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 先端薬理学特論 1前  2  ○   2 3    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 先端生命科学特論 1後  2  ○   4 2    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 創育薬科学特論 1後  2  ○   3 2    ｵﾑﾆﾊﾞｽ レギュラトリーサイエンス特論 1後  2  ○   4 2    ｵﾑﾆﾊﾞｽ 小計（7 科目）   14     19 13     プログラム 専門力養成 医療薬剤師養成プラン 2～4通  4    ○ 3      薬学研究者養成プラン 2～4通  4    ○ 3      小計（2 科目）   8     3       合計（39 科目）  236     19 13     学位又は称号 博士（薬学） 学位又は学科の分野 薬学関係 卒業要件及び履修方法 授業期間等 学生は、１専修部門（演習・特別実験）を選定し、これをその学生の専修科目（18単位）とする。その他の科目については、指導教員（専修科目担当の教員）及び研究科長と相談して、基礎実習（２単位以上）を選択し、これに特修科目及び専門力養成プログラムをあわせて 12単位以上となるように選定し、専修科目とあわせて 30単位以上を履修するものとする。学生は、授業科目の選定のほか，博士の学位論文の作成，その他研究一般について指導教員の指導に従うものとする。履修した科目（３０単位以上）を修得し、かつ、指導教員から必要な研究指導を受けたうえ、博士の学位論文の審査及び最終試験に合格することによって本課程の修了とする。 （大学院学則第 6条第 2項関係 別表第 9（第 2）） 
１学年の学期区分 2 学期 １学期の授業期間 15 週 １時限の授業時間 90 分  



資料③ 

 

履修モデルを以下に示す。 履修モデル① 専門薬剤師を目指す医療薬剤師プログラム 科目区分 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 基礎実習 医薬品分析実習 ２     特修科目 医薬品管理・情報学特論 ２    臨床開発薬学特論  ２   最新薬剤学特論  ２   専門力養成プログラム 医療薬剤師養成プラン  ４ 演習 臨床副作用学演習  ６ 特別実験 臨床副作用学特別実験  12 合計 30 履修モデル② 薬学教育研究者を目指すプログラム 科目区分 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 基礎実習 実務薬剤学実習 ２     特修科目 先端薬理学特論 ２    臨床開発薬学特論 ２    先端生命科学特論  ２   専門力養成プログラム 薬学研究者養成プラン  ４ 演習 臨床生化学演習  ６ 特別実験 臨床生化学特別実験  12 合計 30 履修モデル③ 薬学教育研究者を目指すプログラム 科目区分 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 基礎実習 実務薬剤学実習 ２    薬剤学実習 ２    特修科目 創育薬科学特論 ２    レギュラトリーサイエンス特論  ２   専門力養成プログラム 薬学研究者養成プラン  ４ 演習 臨床生化学演習  ６ 特別実験 臨床生化学特別実験  12 合計 30   


